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報道解禁日時：2013年3月26日19時30分（米国東部夏時間）
メディア・インフォメーション　　	
L13U007
新型レンジローバー・スポーツ、世界初公開
― ランドローバー史上最速、最も俊敏、最もレスポンスに優れたモデル―

概要

· モダンな解釈を施した新型レンジローバー・スポーツの登場により、3モデルで構成されるレンジローバー・シリーズのポートフォリオが完成
· 世界最高峰のオールテレイン性能と進化したオンロード・ダイナミクスを兼ね備えた、まさに比肩のない幅広い性能
· 驚嘆に値する安定性と洗練性が、類いまれな乗り心地を実現
· 手の込んだクラフトマンシップとラグジュアリー、かつ通常の2列5名に1列2名を加えた最大乗員数7名の、フレキシブルなインテリアパッケージ
· 420kg注1（TDV6エンジンを使った同種モデル比較）の軽量化により俊敏性と比類なきパフォーマンスを実現するとともに、CO2排出量は15%削減され、燃費も大幅に向上
· 新型レンジローバーのプレミアムシャシーと軽量アルミニウム構造を採用
· お客様フォーカス技術を搭載した、ランドローバー初の「コネクテッド・カー」シリーズが誕生

2013年3月26日、米国ニューヨーク発　								
プレミアムスポーツSUVの最高峰である新型レンジローバー・スポーツが、本日ニューヨークにて世界初公開となります。この新型レンジローバー・スポーツは、ランドローバー史上最速、最も俊敏でレスポンスに優れたモデルです。米国はレンジローバー・スポーツにとって世界最大のマーケットであり、その中でもニューヨークが販売台数最多を誇ることを鑑みるに、新型のワールドデビューの舞台として、マンハッタンのスカイラインほど適した地は他にありません。
高評価を得ている新型レンジローバーと同時期に並行して開発されてきた新型レンジローバー・スポーツは、クラス最高峰のオールテレイン性能に加え、ランドローバーブランド史上最高のオンロードダイナミクスを実現しています。新しいテクノロジーがふんだんに搭載されている新型レンジローバー・スポーツは、従来モデルよりも一層自己主張のある力強いエクステリアと、よりラグジュアリーなインテリア、さらに最大乗員数7名のシートオプションによるシートレイアウトの柔軟性を提供します。
新型レンジローバー・スポーツは、ランドローバーの画期的な軽量サスペンション設計と革新的なダイナミックシャシー技術によるオール・アルミニウム構造をクラスで初めて採用し、車両重量最大420kg注1の軽量化を実現しました。この軽量化はダイナミクス性能の飛躍的な向上をもたらし、その結果、俊敏なハンドリングと類いまれな快適性の両立を可能にしただけでなく、スポーティング・ラグジュアリーと、車と一体化しているようなダイナミックなドライビング体験を提供し、さらにはCO2排出量を194g/kmまで削減するに至りました。
ニューヨーク国際オートショーにおける公式世界初公開に先立ち、ランドローバーのグローバルブランドディレクター、ジョン・エドワーズは次のように述べています。「新型レンジローバー・スポーツは一切の妥協なしに設計、開発されたモデルです。ランドローバー車としての幅広い性能をその中核に据え、これまで生産されたどのランドローバー車よりもオンロードでの走行性能に注力した車です。その一方で、言うまでもなく最高のオールテレイン性能も有しています。これは『運転するため』の車です。我々はそのハンドリングと俊敏性を高い次元へと昇華させ、ランドローバー車として比類なきラグジュリー、性能、多用途性とともに、乗りごたえがあり、スポーツ感あふれるドライビングを提供いたします。」
エドワーズはまた次のようにも述べています。「先達て発売となった、フラッグシップのレンジローバーを開発ベースとして採用したことにより、新型レンジローバー・スポーツには多彩な新技術の数々が搭載されています。そのおかげで、パフォーマンス、洗練性、オールラウンドな幅広い性能が大きく進化しています。」
デザイン --- 自己主張の強い、パワフルな筋肉質
ダイナミックな新型レンジローバー・スポーツのエクテリアは大胆で斬新なデザインです。その自己主張のある、力強く筋肉質なデザインは、オンロードにおける走行性能の向上を示唆しています。さらに、レンジローバー・シリーズに明確に共通するデザインDNAを介して、新型レンジローバー・スポーツをレンジローバーとレンジローバー・イヴォークの間に位置付けています。
ランドローバーのデザインディレクター兼チーフクリエーティブオフィサー、ジェリー・マクガバンは次のように述べています。「新型レンジローバー・スポーツは、究極のプレミアムSUVです。新時代に相応しい新型レンジローバー・スポーツは、現代的でサステナブル、そして素晴らしい魅力を備えています。レンジローバー、レンジローバー・イヴォークに加え、新型レンジローバー・スポーツは、ランドローバー製品の革新性を象徴する第三のモデルと言え、類まれなデザインを核とした、エネルギッシュな英国ブランドとしての地位を確立しています。」
新型レンジローバー・スポーツは、従来モデルの特徴的なデザインに新解釈を加え、流線型のコンテンポラリーな外観とともに、これまでよりもスペースが有効活用されたインテリアを有します。新型の全長は従来型より62mmだけ長い4,850mmですが、これは他社の7人乗りSUV、そして多くのEセグメントサルーンよりも短く、また卓越した操作性を提供し、駐車もしやすくなっています。一方、大幅に拡大されたホイールベース（178mm伸長）により室内空間が拡大され、後部座席の乗降性も向上しました。
フロントとリアのオーバーハングは短くなり、また全幅が広くなった（+55mm）新型モデルは、従来モデルよりもモダンなスタンスとなっています。
より寝かせられたフロントガラスの傾斜角、すっきりとした流線型で丸みを帯びたプロファイル、低くダイナミックに傾斜したルーフラインをもつ新型レンジローバー・スポーツは、従来モデルよりも空力特性が8％優れています（Cd値0.34）。新型レンジローバー・スポーツは、開発の楚となった新型レンジローバーよりも149mm短く、55mm低くなっています。また新型レンジローバーに比べて45kg軽くなっています。
新型レンジローバー・スポーツは、レンジローバーと並行して開発され、兄弟車としての共通点を有する一方、その部品総点数の75パーセントが新型レンジローバー・スポーツ独自のもので構成されています。独自部品を数多く用いることにより、新型レンジローバー・スポーツの印象全体が個性ある独特なものとなりました。
お客様が最大限カスタマイズできるように、ホイールは19インチ、20インチ、21インチ、そして22インチの異なる径サイズの選択肢が提供されます。また、アイコン的なホイールデザインの「ヴァイパーズ・ネスト」も今回からレンジローバーの全モデルで初めて選択可能となりました。
性能 --- 最も幅広い性能を持つSUV
新型レンジローバー・スポーツは、オンロードにおける走行性能を劇的に向上させることを目指して開発されました。さらにこれまでよりも一層、車との一体感を感じる俊敏なハンドリング、それを補完する乗り心地と洗練性の強化も実現しています。アルミニウム製軽量サスペンションは完全独立型で、フロントにはワイドスペースなダブルウィッシュボーン式が、リアには先進のマルチリンク式を採用しています。
もうひとつのシステムは、18kg軽い、トルセン・ディファレンシャル付の単段速トランスファーケースで、最大グリップをもつホイールトラベルはクラス最高で（フロント260mm、リア 272mm）、546mmのホイール・アーティキュレーションは驚愕に値するような過酷な状況にも対応します。最低地上高は51mm増で最大278mmとなり、また改良されたエア・サスペンション・システムが2種類の最低地上高の間で車高を自動的に調整します。一方、画期的な次世代テレイン・レスポス2システムが、最も適したプログラムを選択します。
5代目となるエア・サスペンションは、最も低いアクセスハイト（乗降性向上のため10mm下げて50mmに設定）から、スタンダードなオフロードハイトまで、通常でも最大115mmの高さ調整機能を有します。さらに、センサーからの信号により作動する自動エクステンション、および手動選択によるエクステンションにより、新型レンジローバー・スポーツは35mm上昇し、可動範囲は合計185mmとなります。
新たに35mm増の中間セッティングが可能となる設計がなされたエア・サスペンションは、従来モデルに比して、かなり高速での走行中（50km/hから80km/hにアップ）でもオフロード・モードを使えることを意味し、これは轍のできた泥道を長い距離にわたって走行する際に真価を発揮します。
新開発の電動パワー・ステアリングはこれまでよりも軽く、よりダイレクトなステアリングフィールを提供します。フルタイム4WDシステムには2種類の選択肢があり、ひとつは、ローレンジオプション付2速トランスファーケースで、最も過酷なオフロード状況向けに前後のトルク配分は50：50に初期設定されており、100%ロック可能のシステムです。
もうひとつのシステムは、18kg軽い、トルセン・ディファレンシャル付1速トランスファーケースで、最大グリップをもつアクスルにトルクを自動配分します。その際、トラクションコントロールシステムとともに作動し、あらゆる状況下で優れたトラクションを提供します。通常の前後のトルク配分は42：58で、これはドライビング・ダイナミクスを最適化するために後輪駆動にバイアスをかけることを意図したものです。
パワートレイン --- 発売時のエンジン選択肢は4つ、新型ハイブリッドを追加で導入予定	
発売時、新型レンジローバー・スポーツでは4種類のエンジンを用意しており、お客様は2種類のスーパーチャージド・ガソリンエンジン（510PSの5リッターV8、340PSの新開発3リッターV6）、および2種類のディーゼル・エンジン（258PSの3リッターTDV6、292PSのSDV6）からお選びいただけます。さらに、パワートレインのラインナップは、最高出力339PSの高性能4.4リッターSDV8ディーゼル・エンジンが年内にも追加される予定*)で、いっそうの充実が図られます。また、革新的な高効率ディーゼル・ハイブリッドモデルに関しても、2013年内に受注を開始し、2014年の納車開始が予定されています*)。
*) 市場により各パワートレインの導入予定は異なります。
全モデルとも0-60mph加速に要する時間は5秒です。また、モデルによるものの、燃費は最大24%向上し、CO2排出量は194g/kmを達成しています。ガソリン、ディーゼルに関わらず、すべての新型レンジローバー・スポーツには、先進のZF製電子制御式8HP70型 ・8速オートマチック・ギアボックスが採用されています。
新型レンジローバー・スポーツでは、その大幅軽量化により、例えば4気筒エンジンといった、これまでより小型で軽いユニット搭載も実現可能域に入ったため、将来的には、先代の最軽量モデルより500kg注1以上を削減した、車両重量が2,000kgを切るモデルが誕生する現実味も帯びてきました。
サステナビリティ --- クラス初の軽量アルミニウム構造
新型レンジローバー・スポーツは、クラス初、先進のオールアルミニウムボディ構造を採用したモデルです。このオール・アルミニウム構造は傑出した俊敏性とドライビング・ダイナミクスに貢献するだけでなく、重量を大幅に削減し、サステナビリティの向上にも寄与しました。
高評価を得ている新型レンジローバーと並行して開発された新型レンジローバー・スポーツの軽量アルミニウムボディ構造は、プレス加工パネル、鋳造パーツ、押出成形および圧延アルミ材を組み合わせたもので、荷重が大きい箇所を集中的に強化しています。車両プラットフォーム自体では、従来モデルに比べて39%の軽量化となりました。
2014年、新型レンジローバー・スポーツの効率性は、CO2排出量169g/kmの超高効率なディーゼルハイブリットエンジンの投入により新たなレベルに昇華します。
新型レンジローバー・スポーツの全モデルには、燃費を最大7%向上させる、先進的なインテリジェント・ストップ／スタート・システムが搭載されています。
インテリア --- スポーティーさを強調したモダンでラグジュアリーな車室内空間
新型レンジローバー・スポーツのインテリアには、特徴あるレンジローバー・スポーツのデザイン・キュー、優れた細部の設えとクラフトマンシップが反映されています。
新型レンジローバー・スポーツのインテリアは、セグメントにおけるデザインベンチマークとなるべく、そのスタイリングと、「アンダーステイトメント」ともいうべき控えめなラグジュリーを独特にブレンドしたもので、力強くエレガントなラインと最上質の素材を採用し、スポーティーな味付けを加えています。インテリアの力強い造形は従来よりもクリーンでシンプルな表面処理によって強化され、またキャビン内で手が触れる主要箇所の表面はこれまでよりも贅沢でソフトな感触の仕上げが美しく施されています。
インテリアのスポーティーな雰囲気は、従来モデルよりも径が小さく厚みが増したステアリング・ホイール、垂直なシフトレバー、より高い位置に配置されたセンター・コンソール、調整可能なムードライティング、ふんだんに材料を使用したシートボルスターなどにも反映されています。新型のコマンド・ドライビング・ポジション（CDP）は、レンジローバーならではの確固たる自信と制御力、そしてイヴォーク同様、よりスポーティーなシートポジションを兼ね備えています。
インテリアは、従来モデルに比してより車室内空間全体が拡大され、24mmに広がったニールームなどリアキャビンのスペース拡大のための最適化が図られました。新たに整然と組み込まれた3列目は、最大7名が乗員する際のシートオプションとして使用可能です。この電動で作動する3列目シートは、5名乗車モデルに比べても、トランクスペースを犠牲にしないフラットなフロアを提供し、また、50:50にも分割できます。
テクノロジー --- お客様フォーカスの車と安全装備
新型レンジローバー・スポーツは、ユーザーのライフルタイルに適する、究極の「妥協知らず」の車として開発されました。お客様フォーカスの車両と安全技術の分野において最新の開発技術を取り入れ、乗員の快適性、ドライビングへの自信、安全性を高めることを目指して開発されました。
新型レンジローバー・スポーツに用いられている最新または改良されたシャシー技術には、連続可変ダンパー（CVD）採用のアダプティブ・ダイナミクスが含まれています。さらにパワフルなモデルには、積極的なオンロードドライビングのための専用「ダイナミック」モードがテレイン・レスポンス®2システムに設定されています。このシステムは、2チャンネルのダイナミックレスポンス・アクティブ・リーンコントロール、ダイナミック・アクティブ・リア・ロッキング・ディファレンシャル、そして、トルクベクタリング・バイ・ブレーキングと組み合わされ、コーナリング時にトルクを外側のホイールに移動させ、アンダーステアを軽減します。
新型レンジローバー・スポーツは、包括的なコネクティビティ・パッケージを提供しており、これによりお客様は常時、車、ビジネスライフ、ファミリーライフとの繋がりを滞りなく保つことができます。「コネクテッド・カー」技術は、ドライバーがスマートフォンにダウンロードしたアプリを使って車の状態を把握することを可能にします。また、ストールン・ビークル・トラッキング（盗難車両追跡機能）、エマージェンシー・コール（緊急通報機能）、ランドローバー・アシストコールといった機能も提供可能です。さらに、高帯域Wi-Fiホットスポットを車内に設置できるため、乗員はインターネットにアクセスし、スマートフォンやタブレットを利用し快適にデータ通信を行うことが可能です。
新しいオプションのカラー・ヘッドアップ・ディスプレイ（HUD）は、レーザー技術を用いた鮮明でコントラストの優れた表示を実現し、ドライバーが道路から視線を移さずとも主だった車両データやナビゲーションデータを見ることが可能です。
新型レンジローバー・スポーツでは、運転時にドライバーの注意レベルをサポートする3つの支援機能である、レーン・デパーチャー・ワーニング（車線逸脱警報機能）、トラフィック・サイン・レコグニッション（道路標識認識機能）、オートマチック・ハイビーム・アシストなどをサポートするデジタルカメラシステムを導入しています。新型レンジローバー・スポーツで採用されているもうひとつの特徴的な革新的技術として、河川など水深のある場所を走行中に水深情報を提供する、新たに開発されたウェイド・センシング機能があります。新型レンジローバー・スポーツでは渡河水深限界が従来モデルよりも150mm深い850mmになったため、この機能はいっそう役立ちます。
まとめ
レンジローバー・スポーツの従来モデルは2005年に発表された後、瞬く間にランドローバー車の中でも人気モデルとなり、今日までのその販売台数は38万台以上にのぼります。多用途性が大きく強化された新型は、先代に続き素晴らしい成功を収めることは間違いありません。
英国にあるランドローバーの開発拠点で設計・開発された新型レンジローバー・スポーツは、英ソリハルにある最新鋭の低エネルギー工場で生産される予定です。
2013年第3四半期（ジャガー・ランドローバー社会計期による）に発売される*)新型レンジローバー・スポーツは、最終的に世界169の市場にて販売されます。多くの市場において、4つの装備グレード（S、SE、HSE、オートバイオグラフィー）とHSEおよびオートバイオグラフィーが対象の新しい「ダイナミック」バージョンの全てがラインアップされる予定です。エクステリアカラーや、インテリアのフィニッシャーや細かな設定など、多彩なオプションが用意されているため、お客様は究極の自分仕様のSUVを作り上げることができるでしょう。
*)導入時期は市場により異なります。
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1.　レンジローバー・スポーツのデザイン
新型レンジローバー・スポーツは、従来モデルの特徴的なDNAを形あるものとして表現すべくデザインされましたが、それは大胆な進化を伴うものでした。その結果、3モデルで構成されるレンジローバー・シリーズの魅力的なポートフォリオにおける揺るぎない中核モデルとして、レンジローバーとレンジローバー・イヴォークの間に位置するにふさわしいモデルが完成しました。
レンジローバー・スポーツは、そのセグメントの中で独自のポジションを確立しており、新型モデルでは、プレミアムスポーツSUVとしての地位を揺るぎないものとするデザインを有し、従来モデルが築いた強みが活かされています。より傾斜角がねかせてあるフロントガラス、流線型のプロファイル、および傾斜したルーフラインをもつ新型レンジローバー・スポーツは、空力特性で従来モデルを8％上回り、Cd値0.34を達成しています。
新型レンジローバー・スポーツは、レンジローバーと並行して同時期に開発され、兄弟車としての共通点を有する一方、その部品総点数の75パーセントが新型レンジローバー・スポーツ固有のものです。独自部品を数多く用いることにより、新型レンジローバー・スポーツの外観や雰囲気も個性ある独自なものへとなっています。
ランドローバーのデザインディレクター兼チーフクリエーティブオフィサー、ジェリー・マクガバンは次のように述べています。「新型レンジローバー・スポーツは、究極のプレミアムSUVです。新時代に相応しい新型レンジローバー・スポーツは、現代的でサステナブル、そして素晴らしい魅力を備えています。レンジローバー、レンジローバー・イヴォークに加え、新型レンジローバー・スポーツは、ランドローバー製品の革新性を象徴する第三のモデルと言え、類まれなデザインを核とした、エネルギッシュな英国ブランドとしての地位を確立しています。」

1.1　大胆で進歩的なエクステリアデザイン
ダイナミックな新型レンジローバー・スポーツのエクステリアは大胆で進歩的なデザインで、最新のレンジローバー車ラインアップの一つとして確固たるポジショニングを築いています。従来モデルのパワフルなデザインDNAに新しい解釈を施した新型は流線形のコンテンポラリーな外観を持ち、その傾斜したルーフラインがスポーティーな特徴を明示しています。
新型レンジローバー・スポーツの全長は従来モデルより62mmだけ長い4,850mmですが、他社の7人乗りSUV、そして多くのEセグメントサルーンよりも短く、卓越した操作性を実現しています。また、駐車もしやすくなっています。一方、大幅に伸長されたホイールベース（+178mm）により室内空間が拡大され、後部乗員の乗降性も向上しました。新型レンジローバー・スポーツは、ベースとなったレンジローバーより149mm短く、55mm低く、新型レンジローバーとの比較では45kg軽量です。
新しい解釈を施された新型レンジローバー・スポーツのデザイン・キューには、シグネチャーともいえるクラムシェル・ボンネット、フローティングルーフ、サイドフェンダーベントが含まれます。このほか、新型モデルでは、大胆な新デザインをまとったパワフルなホイール・アーチ・グラフィック、ホリゾンタル・ボディー・フィーチャー・ライン、特徴的なロッカー・モールディングなどが採用され、これらは新型レンジローバー・スポーツの強固なDNAを構成する主要要素となっています。
パワフルなレンジローバー・スポーツの特徴を保持しつつ、フロントエンドにはスリム化されたライト、後方に傾斜したグリル、より立体的なコーナーを備え、よりモダンで流線形の外観となっています。
ジェリー・マクガバンは次のように述べています。「新型レンジローバー・スポーツでは、SUV（スポーツ・ユーティリティー・ビークル）の『S』たる要素が新しい次元に昇華しており、劇的かつパワフルな揺るぎない存在感にみてとれます。壮健な機能性を表現する一方、低めの重心がダイナミックな佇まいを醸し出しています。レンジローバー・スポーツのスポーティーさは、高めに位置するベルトラインや短めのオーバーハング、そして特徴的なシルエットにより強調されており、唯一無二の存在であることを示しています。」
注目を集める細部
人目を惹くデザイン細部は、新型レンジローバー・スポーツのよりダイナミックでコンテンポラリーな面を際立たせています。サイドフェンダーベントは、よりダイナミックで傾斜のついた処理となっています。それに調和するように、ボンネットにはツインベントが配され、新型モデルのパワフルでスポーティーな特徴をいっそう引き立てています。
デザインチームはレンジローバー・スポーツのクラシックな「2本バー」のテーマを引き続き採用しました。それらは例えばフェンダーベントのツインストレーキや、フロントグリルの2本のバー、さらにテールランプ内のツインラインに見て取ることができます。
ほぼ平らに近いサイドガラスは、プレミアム・グロスブラック仕上げのピラーと相まって、人目を惹く大胆なフローティングルーフの造形を引き立たせており、グレイ、ブラック、またはシルバーという対照的な3色をルーフに用いることで更にその効果は強調されます。その一方で、ボディの流線形の輪郭をも際立たせます。赤い塗装仕上げを施されたブレンボ製ブレーキ・キャリパーと、エクステリアから光沢部品を全て取り除いた「ブラックパック」も用意されており、さらにカスタマイズを施した外観を実現することも可能です。
フロントでは、外側に配された大型のエアインテークと、中央のバンパービームとスキッドプレートを収納する際立った台形形状が、力強く高性能であることを示しています。同じ台形のデザインテーマはリアでも同様に用いられており、大口径ツイン・エグゾースト・パイプの間にスキッドプレートが配されています。
フロントランプは、レンジローバー・スポーツの大胆な進化の流れに沿って独自のグラフィックを新たに採用した、極めて特徴的なLEDの造形に替わりました。よりスリムになったデザインは、アグレッシブでテクニカルな印象を与えます。
リアでは、LED技術を用いた印象的で新しいデザインのランプに、よりコンパクトな処理が施されています。リアデザインの主要な構成部となるテールランプとストップランプは、ヘッドランプの特徴的なデザイン言語を踏襲する一方、方向指示ランプは従来モデルから引き継いだ「ツインライン」の造形に新しい解釈を加えました。
ランプはフロント、リア共にボディのショルダーに向かって回り込むように配置されています。最新のレンジローバー・シリーズの他モデルと同様に、テーパーブレードの造形が新型レンジローバー・スポーツにも採用されています。
1.2　スポーティーさを強調したモダンでラグジュアリーなインテリア
「レンジローバーの強固な構造的要素と「レス イズ モア」のアプローチがあいまって、より素晴らしいドライビング体験をもたらす、スポーティング・ラグジュアリー環境を作り出します。」
「最高級の素材とその仕上げを、最高に精緻な技術をもってして完成させることで、素晴らしく快適な室内更はなる進化を遂げています。ただそこに『居る』ということが、極上の体験となる車室内となりました。」と、ジェリー・マクガバンは述べています。
レンジローバー・スポーツの特徴的なデザイン・キューを取り入れたインテリアは、洗練されたモダンな装いで、ドライバーのコックピットはラグジュアリーでスポーティーなものとなっています。新型レンジローバー・スポーツにおいてインテリアデザインの力強い造形を際立たせているのは、最高級の素材を用いて美しく作りだされた、従来よりもクリーンでシンプルな表面の処理です。
レンジローバー・スポーツのシグネチャーともいえるインテリア構造をベースとしたキャビンにおける中心的な存在は、インストルメント・パネルの力強い水平要素と、センタースタックの垂直ラインに挟まれた、大胆なインターセクションです。コックピットのダイナミックな特徴は、インストルメント・パネルからリアキャビンに伸びる印象的なサテンクローム仕上げのピラー、そしてセンター・コンソールからダッシュボードにつながるアルミニウムのアクセントを備えたセンタースタックのより緩やかな角度によって強調されています。
センター・コンソールはこれまでよりも高い位置に設置されており、操作スイッチ類がドライバーにより近い位置に配され、フロントシートの乗員はいっそう包み込まれているかのような感覚を味わえます。まるで繭にくるまれているかのような心地良さは、ダッシュボードからドアまで続き、乗員を対照的な色彩の線で包み込むミッドセクション・トリムアクセントの力強いグラフィックにより増幅されています。
インテリアのスポーティーな雰囲気は、従来モデルよりも小径で、太いリムのステアリング・ホイール、垂直なシフトレバー、包容力のあるサイドボルスター付きのシートなどにも反映されています。
フロントおよびリアシートともにより立体的な凹凸のあるデザインが採用され、フロントと2列目の各個別シートのクッション部分は厚みを増しています。リアシートの乗り心地をよりいっそう快適にするために特に注意が払われた結果、レッグルーム（ニールーム24mm増）とショルダールームが拡大されました。さらに、リアシートは60：40または40：20：40に分割可能です。多用途性をさらに強化するため、電動式の3列目がオプション設定されており、7人乗車を可能とする「シークレットシート」（通常はフロアに折り畳んで収納）が出現します。
上質の素材、優れたクラフトマンシップ
新型レンジローバー・スポーツのインテリアは一台一台が最高品質の素材を用いて丹念に作りこまれています。このモデルの持つ、ラグジュアリーさとスポーティーさという、ユニークな組み合わせを活かすべく、素材は色や手触りに至るまで厳選されたものが用いられています。よりテクニカルな仕上げとウッド製トリムフィニッシャーの使用により、いっそうダイナミックでコンテンポラリーな雰囲気のキャビンとなりました。
素材の品質はより高いレベルまで引き上げられ、ダッシュボードのミッドセクションなど、キャビン内で手が触れる主要箇所にはいっそうラグジュアリーでソフトな手触りの素材が採用されています。
冷たい触感と、見た目にも魅力溢れる本格的なメタルのディテールによって、ラグジュアリーでソフトな手触りの内装表面は引き締められています。メタリックな要素として、洗練された上品なメッキ仕上げを施された人目を惹くサテンクロームピラーがセンタースタックの両サイドを飾っているほか、センター・コンソールの特徴的なアルミニウム仕上げ、ダッシュボードの両端、ドアトリムなどがあります。
品質と伝統的なクラフトマンシップへのこだわりは、贅沢なレザーシートと、レザーで包まれたインテリアサーフェスの仕上げとして施された、見事なダブルステッチにも見て取ることができます。完璧なステッチは、縫い目の長さから方向、糸の紡ぎ、太さ、素材に至るまで事細かにレンジローバーの専門家が精緻に指定しています。最高の仕上げを保証するため、使用する針のサイズや形状まで定められています。

1.3　眼識の肥えたお客様向けのカスタマイズ用オプション
パーソナライゼーションを最大限にし、新型レンジローバー・スポーツのお客様が自分自身の特別な一台を作ることができるように、カラーテーマやフィニッシャーなど極めて充実したオプションを用意しています。
いっそう充実したオプションには、2色または3色によるカラーテーマに沿ったインテリア、サイズ19インチから20インチ（各1種類のデザイン）、21インチ（5種類のデザイン）、22インチ（2種類のデザイン）までのサイズが異なる、多彩なアルミホイールが含まれています。尚、ホイールデザインとして、アイコン的な「ヴァイパーズ・ネスト」がレンジローバー・シリーズ全モデルで初めて選択可能となりました。
新型レンジローバー・スポーツのスポーティーさをいっそう際立たせたいという希望をお持ちのお客様向けには、HSEとオートバイオグラフィーで提供される「ダイナミック」パックが用意されています。これにより、ユニークなトリムオプションと性能面での特別仕様が選択可能です。
印象的なデザイン要素をベースにしたオプションの例としては、グロスブラックのグリル、エクステリアのディテール、ボディと同色のバンパーとサイドシル、ユニークなインテリア・カラーテーマとフィニッシャーなどがあります。また性能面のアイテムとしては、最高速度の250km/h 155mph（5リッタースーパーチャージド）への引き上げ、専用の21インチおよび22インチのアロイホイール、そして赤く塗装されたブレンボ製ブレーキ・キャリパーがあります。
新型レンジローバー・スポーツで用意されている全デザインオプションには以下が含まれます：
・	11種類のインテリア・カラーテーマ　＋　追加のシートカラー・オプション
・	4種類のアルミニウム仕上げ　＋　3種類のリアル・ウッド製トリムフィニッシャー
・	3色のヘッドライナーカラー
・	19色のエクステリアカラー
・	3色のコントラストルーフカラー（コリス・グレイ、サントリーニ・ブラック、インダス・シルバー）
・	9種類のアロイ・ホイールデザイン（サイズは19、20、21、22インチ）
・	エクステリアのアクセントとして、アトラス・シルバー、ダーク・アトラス、またはグロスブラックのフィニッシャー
・	イルミネイテッド・トレッドプレート

2.　ダイナミクス性能
新型レンジローバー・スポーツは、究極のプレミアムスポーツSUVを求めるお客様のためにドライビング体験を進化させるべく、高評価を得ている新型レンジローバーが先鞭をつけた先進の車両軽量化テクノロジーとパワートレインを採用し、さらなる前進を遂げたモデルです。
プレミアムテクノロジーに対する前例のない投資により、新型レンジローバー・スポーツは、オンロードでの操作性が大幅に向上しただけでなく、過酷なオフロード走行に対する性能が強化されており、SUVセグメントにおける独自の地位を確固たるものにしています。
レンジローバー・ビークルライン・ディレクターのニック･ロジャースは次のように述べています。「新型レンジローバー・スポーツは、技術面における数々の飛躍的進歩を達成すべく、開発に並々ならぬ努力をして結実させたモデルです。航空宇宙工学にヒントを得たボディを有するこの新型モデルはあらゆる地形に対応するダイナミック性能が向上しています。クラス最高の性能を有するだけでなく、これまで生産されたランドローバー車の中でも最も幅広い性能を持っていると確信しています。」

2.1　車との一体感を得られるオンロードダイナミクス
新型レンジローバー・スポーツは、オンロードにおけるドライビング・ダイナミクスの著しい向上を目指し開発されました。さらにこれまでよりもいっそう車との一体感を得られる俊敏なハンドリング、それを補完する乗り心地と洗練性の強化も実現しています。
新型に用いられている最先端のオール・アルミニウム製モノコック構造は、新型レンジローバーと並行して開発されました。スチール製のセミモノコックとシャシーフレーム構造の従来モデルに比して、プラットフォームで39％軽くなり、その結果、俊敏性と性能面が大幅な向上を遂げました。
新しい堅牢かつ軽量なアーキテクチャーは、あらゆる地形に対し、より幅広いダイナミック性能を発揮するために設計された、新開発の前後軽量サスペンション・コンセプトに支えられています。
刷新されたステアリングシステム、全面的に見直された全輪エア・サスペンション、そして改良されたダイナミック・レスポンス・システムとアダプティブ・ダイナミクス・システムをはじめとする最新のシャシー及びスタビリティ・テクノロジーも、性能の大幅な向上に貢献しました。
ニック・ロジャースは次のようにコメントしています。「ほんの一瞬運転席に座っただけで、新型レンジローバー・スポーツを通して、どのランドローバー車よりもダイナミックなドライビング体験が味わえると感じて頂けることでしょう。新型は、オール・アルミニウム製モノコックボディ構造により、2分の1トン注1も軽くなり、俊敏性、ダイナミクス、レスポンスが格段に向上しました。その一方で、お客様がランドローバー車に期待する常に快適である乗り心地とスムーズさも堅持されています。」
ビークル・ダイナミクスの専門家チームが注力してチューニングを施した先進的な仕様のおかげで、新型レンジローバー・スポーツはあらゆる状況下において落ち着きと自信を保ちつつ、魅力的でレスポンスの良いドライビング特性を発揮します。
オンロードでのドライビング・ダイナミクスは、従来よりも軽快でダイレクトなステアリング性能によって特徴づけられており、ハンドリングの俊敏性が増してボディーロールが軽減されたおかげで、いっそうフラットで大胆なコーナリングが可能となります。乗り心地と洗練性も向上し、凹凸を効果的に吸収し、よりスムーズでしっとりとしたステアリングフィールを提供します。
最先端の軽量サスペンション
新型レンジローバー・スポーツの強化されたドライビング性能を支えているのは、最先端の軽量サスペンション・システムです。このシステムは、プレミアムAWD車両向けの次世代サスペンションのコンセプトを特定するために実施された、ランドローバーの研究プログラムの成果であり、クラス最高のビークル・ダイナミクスを実現すべくゼロから開発されました。
主に軽量アルミ部品から構成されるサスペンション・コンセプトは、独立懸架式の二重分離式で、前輪にはワイドなホイールトラベルを確保したダブルウィッシュボーン、後輪には先進的マルチリンク・レイアウトを採用しました。
この新開発のサスペンション・システムのホイールトラベルは、競合車の多くが200mm未満であるのに対し、フロントが260mm、リアが272mmとクラス最高レベルを誇り、比類のないホイール・アーティキュレーションを提供し、最も過酷な状況下でも慌てることなく対処が可能です。
オンロードとオフロードの両方における車の多用途性を最適化するように、軽量シャシー構造が次世代4輪エア・サスペンションと組み合わされています。エア・スプリングは、従来モデルでは+55mmの単一ポジションであったのに対し、新型では+35mmと+65mmの2段階と、走行時の車高調整が可能になりました。また、アクスル・アーティキュレーションを最大化するためクロスリンクされています。この新開発のエア・サスペンションにより、車高が最大10mm高くなりました（50km/hまで）。
5世代目となるエア・サスペンションは、最も低い「アクセスハイト」（乗降性向上のため10mm下げて50mmに設定）から、スタンダードなオフロードハイトまで、通常でも最大115mmまでの高さ調整が可能です。さらに、センサーからの信号により作動する自動エクステンションで+35mm、および手動選択によるエクステンションにより+35mm上昇し全体の可動範囲は185mmとなります。乗り心地と、異なる車高間の素早い切り替えにおいて優れた性能を実現するため、エア・サスペンションのハードウェアが全面的に見直されました。乗り心地は、小さな凹凸などを極めて効果的に吸収する、低ヒステリシスタイプの新しいフロント・エア・スプリングを装着し改善されています。スプリングはこれまでよりも細く柔軟な素材で作られ、メタルケースで保護されています。
先進技術によりダイナミクスを強化
ビークル・ダイナミクスを最適化する、先進的なシャシーおよび車両テクノロジーの採用も、新型のサスペンション・システムの性能向上に貢献しています。
高出力モデルにはテレイン・レスポンス2システムに専用の「ダイナミックモード」が設定されており、積極的なオンロードドライビングの際に、しっかりとした乗り心地、タイトなボディコントロール、ロール制御を実行し、レスポンスの良いステアリングとパフォーマンスを発揮することで、よりスポーティーなドライビングパフォーマンスを実現すべく調整されます。
ダイナミックモードは、パワー・ステアリング、スロットルとトランスミッションのレスポンス、ダンピングとリーン・コントロール、トラクションとスタビリティ・システムのセッティングといった、広範な車両とシャシーシステムのためのユニークなキャリブレーションを作動させます。
究極のスポーツドライビング体験を提供するため、ダイナミックモードは、ダイナミック・レスポンス・アクティブ・リーン・コントロール、ダイナミック・アクティブ・リア・ロッキング・ディファレンシャル、そしてトルク・ベクタリング・バイ・ブレーキングを含む、多くの重要なテクノロジーと組合わされています。
ダイナミック・レスポンスは、コーナリング時のボディのロールを大幅に抑制し、車両のハンドリングと乗員の快適性を大きく変化させます。次世代型の2チャンネルシステムは、フロントとリアのアクスルを個別に制御可能で、低速走行時の敏捷性を向上させ、高速走行時にはコントロール性と安定性を増すようなチューニングが可能となります。
ダイナミック・アクティブ・リア・ロッキング・ディファレンシャルは電子制御式で、トラクション、ハンドリング、コーナリング時の安定性をいっそう最適化するために、ほぼ瞬時にロックアップするレベルを変えることができます。リア・ディファレンシャルは、従来モデルよりも0.07秒早く反応します。
トルク・ベクタリング・バイ・ブレーキングは、車のブレーキシステムを利用してトルク・ベクタリング・ディファレンシャルの効果を模倣し、コーナリング時に常時4つのホイール間のエンジントルク配分のバランスを取ることで、グリップとステアリングを向上させ、アンダーステアを減少させます。
システムは、車に搭載されているダイナミック・スタリビティ・コントロール（DSC）モジュールを用いて作動し、車両を1秒間に100回モニターします。車がコーナリング時に加速すると、システムはヨーセンサーを用いてアンダーステアの傾向を検知します。アンダーステアを減少させるため、感知できないほどわずかなレベルのブレーキを使い、車の姿勢を補正します。この間、エンジントルクはグリップ力のより大きなホイールの外側に配分され、トラクションとステアリングコントロールを維持します。
よりパワフルなモデルには、連続可変ダンパーを採用したアダプティブ・ダイナミクスも装備されています。無限可変ダンパーがソフトと非常にハードなセッティングという両極の間で変化し、乗り心地とコントロールのバランスを最適化します。
アダプティブ・ダイナミクスは、車両の動きを1秒間に最低500回モニターし、ドライバーや路面からの情報にほぼ瞬時に反応し、より効果的な制御を与えることにより、ボディーロールを最小限に抑え、安定したフラットな乗り心地を実現します。
新型モデルの俊敏さやそのパフォーマンス特性の鍵を握る一要素である、新開発の電動パワーアシスト付きステアリング（EPAS）システムは、可変ギア比速度感応式アシストを利用しています。このシステムではより応答性が高く、自信そして直感的な特性をもたらすために、細やかなチューニングが施されています。ロックトゥロック3.0回転のシステムは、全体的によりクイックなステアリングレシオを提供しますが、高速走行時の安定性とコントロールを強化するため、センターポジション近くではレシオを大きくしスローな設定となっています。
スポーツ・コマンド・ドライビング・ポジションにより強化された自信とコントロール
新型レンジローバー・スポーツは、ドライバーにレンジローバー・シリーズ共通の最高レベルの自信とコントロールの双方を提供する、スポーツ・コマンド・ドライビング・ポジション（CDP）を採用しています。その一方、新型モデルではシートバックの傾斜角は緩やかで、レンジローバー・イヴォーク同様の、よりスポーツ感覚の強い着座姿勢となっています。
新型レンジローバー・スポーツのスポーツ・コマンド・ドライビング・ポジションでは、高い視点から車の周囲をしっかり見渡すことが可能です。新型モデルでも、レンジローバーの特徴であるボンネット越しの優れた視認を確保すべく開発されました。
車体パッケージとピラーデザインに関する非常に細かい開発作業により、従来モデルがもつ優れた広範囲の視認性がいっそう向上しました。新型レンジローバー・スポーツはより滑らかで空力特性に優れたプロファイルを有しますが、競合他車よりも50mm～100mm高い着座位置を提供しています。
開発の過程で、すべてのレンジローバー車と同様に新型レンジローバー・スポーツにおいても、オフロードでの頭部の動きへの対策を含め、ヘッドクリアランスの目標が設定されました。確実にこれらの目標を達成し、余裕のあるヘッドルームが設けられ、オフロード走行時のヘッドクリアランスがさらに向上しています。
直感的操作を可能とするディスプレイテクノロジー
新型レンジローバー・スポーツには、最新技術を用いたスイッチ類とディスプレイが搭載されています。このシステムは、エレガントでまとまりのあるレイアウトと最新機能を兼ね備えています。
レンジローバー・スポーツでは初めて、ハイエンドモデルのメイン・インストルメント・パネルには、新型レンジローバーに用いられている最先端の12.3インチ高解像度ディスプレイ画面が採用されています。これに加え、センター・コンソール上には、インフォテインメント／二次機能用の8インチ・タッチスクリーン・ユニットが配置されており、オプションとしてデュアル・ビュー機能も用意されています。
繊細なクロームの細部装飾が施された2つのディスプレイ・スクリーングラフィックは、立体的な印象を与えるよう緻密にデザインされ、美しく照らし出されています。各々のディスプレイ画面は、ドライビング状況によって表示コンテンツを変えることができます。例えば、ダイナミックモードでは、12.3インチディスプレイの主要な2ダイヤルのカラースキームは、スポーティーなレッドに変わり、2つのダイヤル間にその時のギアポジションが目立つように表示されます。ハイブリッドモードでは、独自のコンテンツ表示となり、パワーゲージがわかりやすく表示されます。
12.3インチスクリーンが仕様に含まれていない場合は、5インチのカラーディスプレイが中央に配置されると共に、スポーティーなツインアナログタイヤルが装備されます。
新型レンジローバー・スポーツは、レンジローバー車で初めて、レーザーテクノロジーを使用した非常にクリアでコントラストの高い、ヘッドアップ・ディスプレイ（HUD）を採用しています。カラーディスプレイでは車両やナビゲーションの主要データが映し出され、ドライバーは、自然な視野を保ちつつそれらの情報を確認することができます。ディスプレイの高さと明度は手動で調整可能です。
コックピット全体を通し、スイッチ類のレイアウトは大幅に簡素化されました。スイッチ類の数は半減し、シンプルなレイアウトになった結果、クラス最高峰の使いやすさを実現しています。
直感的な操作性の実現は、完璧な場所に配されている垂直なシフトレバー、テレイン・レスポンス2のロータリー式ダイヤル、シンプルになったヒーティング/ベンチレーション/エアコンディショニングダイヤル、ツイン5ウェイ・トグルスイッチ、さらにステアリング・ホイール上の補助的機能にも見て取れます。

2.2　クラス最高のオフロード走破性
最も過酷な気候や地形を走破してきたランドローバーの伝説的な新型レンジローバー・スポーツは、どのような状況にも沈着に対処できるクラストップのオールテレイン性能を実現すべく開発されました。
テレイン・レスポンス®2とオフロードテクノロジー
レンジローバー・スポーツは、高い評価を獲得してきた従来型システムの機能を新たな高みへと引き上げられた業界をリードする革新的テクノロジーである、ランドローバーの画期的な次世代型テレイン・レスポンス®システムを採用しています。その結果、オールテレイン性能でクラス最高の地位をいっそう確固たるものとしました。
ランドローバーの専門家からなる少数精鋭のチームが開発したテレイン・レスポンス® 2 の特徴は、最新式の「インテリジェント」システムを用いて現在の走行条件を分析し、最適なテレイン・プログラムを自動的に選択する、オート機能です。
車両が常に最適なモードで走行するように、新しいシステムは、General（オンロード）、Grass（草地）/Gravel（砂利）/Snow（雪）、Mud（泥）/Ruts（轍）、Sand（砂地）、Rock Crawl（岩場）という5つのモード設定を自動的に切り替えることができます。従来のオールテレイン・レスポンス®システムと同様、各設定で操縦性とトラクションが最適化されます。そのために、車のエンジン、ギアボックス、センター・デフ、およびシャシーシステムのレスポンスが地形に合わせて制御されます。
このシステムは完全に自動的に機能しますが、テレイン・レスポンス® 2では、必要であるとシステムが判断した場合にロー・レンジあるいはオフロード走行時の車高モードを選択するようにアドバイスするといった追加情報がドライバーに提供されます。
レンジローバー・スポーツ・チーフプログラムエンジニアのスチュアート・フリスは次のように述べています。「ランドローバーのテレイン・レスポンス® 2により、ドライバーは、どんなに過酷な状況であっても走行中のあらゆる瞬間に最良のモードに車両が設定されるため、システムが持つ全機能の恩恵を受けることができます。そのため、いかなる困難な状況でも、レンジローバー・スポーツであれば、その挑戦（状況）に受けて立つ準備ができていると言えるのです。」
もうひとつ、ランドローバー独自の革新技術で、レンジローバー・スポーツに初めて搭載される機能に新開発のウェイド・センシングTMがあります。ウェイド・センシングTM機能では、ドアミラーに取り付けられたセンサーより、ドライバーに水のある場所を走行中の情報が提供されます。特に視界不良時や夜間走行の際にその性能を発揮します。情報はディスプレイに表示されるほか、水深が危険なレベルに達しそうになった場合には、警告音でドライバーに注意を促します。
このような革新的機能を補完するために、新型レンジローバー・スポーツでは、独自のオールテレイン技術を利用して、パフォーマンスと安全性を最大限に高めます。例えば、ヒル・ディセント・コントロール（HDC）、グラディエント・リリース・コントロール（GRC）、ヒル・スタート・アシスト（HSA）、ダイナミクスタビリティ・コントロール（DSC）、電子制御トラクション・コントロール（ETC）、ロール・スタビリティ・コントロール（RSC）などです。
このような制動およびスタビリティ・システムの働きは、迅速なレスポンス、円滑で静かな、そして正確な動作を可能にする、ボッシュ社の6ピストン・ブレーキ・モジュレーターによって向上しています。
フルタイム・インテリジェント4WDシステム
新型レンジローバー・スポーツには、2種類のフルタイム・インテリジェント4WDシステムにはが用意されており、どちらもグリップが低い最も厳しい路面での走行を可能にします。
ひとつは、最も過酷なオフロード条件向けの、ローレンジオプション付2速トランスファーケースで、初期設定の前後トルク配分は50：50となっています。センターディファレンシャルに組み込まれた電子制御式マルチプレートクラッチが、ホイール間のトルクをフロント100%からリア100%まで自在に配分し、最適なトラクションの維持が可能となっています。これは最新式電子制御トラクション・コントロールと組み合されています。
トランスファー・ボックスには2速フル・シンクロナイズド「シフト・オン・ザ・ムーブ」システムを採用し、ハイ・レンジとロー・レンジの選択ができます。このシステムにより、ドライバーは車を止めることなく時速60kmまでの速度でレンジをローからハイに切り替えることができるため、困難な状況において極めて柔軟な対応が可能となります。ハイ・レンジではギア比が1：1の直結となり、ロー・レンジではギア比が2.93：1の駆動となり、非常に粘り強い走りが可能となります。
もうひとつのシステムは、18kg軽量の、新開発のトルセン・ディファレンシャル付1速トランスファーケースです。初期設定の前後トルク配分は42：58となっており、これはオフロード性能を維持しつつ、ドライビング・ダイナミクスを最適化するために、後輪駆動にバイアスをかけることを意図したものです。トルセン・センターディファレンシャルは、フロント62％からリア78%まで、状況と得られるグリップによって、継続的にトルク配分を調整します。トラクションコントロールシステムはディファレンシャルと連動し、あらゆる状況下で優れたトラクションを提供します。
過酷な路面状況下で、トラクションとスタビリティをさらに最適化するため、高出力モデルにはダイナミック・アクティブ・リア・ロッキング・ディファレンシャルと、2段速4WDドライブラインとの組み合わせも設定されています。このロッキング・リア・ディファレンシャルは、電子制御トルクベクタリング・システムと共働するためにいっそう最適化されています。
総合的な性能を目指した開発
新型レンジローバー・スポーツは、開発の初期段階から、レンジローバー車の特徴的な多くの優れた機能が装備されるように設計開発されています。
新しいボディ構造の最適化は、新型レンジローバーと並行して実施され、そのプロセスはランドローバーがかつて取り組んだことがない程広範囲にわたりました。優れた強度と耐久性に、高い安全性を確保した上で、重量は最小限におさえることを可能にするために必要とされたプロセスは、最新式のコンピューター・シミュレーションで、延べ1,000年時間をはるかに上回るプロセッサ時間を要するほどのものでした。
「溝に落ちる」衝撃のような、ボディ構造を極限まで追い込む過酷なオフロード状況を分析するため、エンジニア達は衝突のモデル化によく用いられる専用シミュレーションを採用しました。
新型では、あらゆる地形状況に対応可能なボディ・ジオメトリーがさらに強化され、突起物のないアンダーフロアのおかげで最低地上高は51mm増えて278mmとなり（オフロードでの地上高を測定）、アプローチ・アングルとデパーチャー・アングルも各々それぞれ33°と31°と、改善されています。アンダーフロアは悪路走行時にサスペンション・コンポーネント間の下回りが当たらないようにカバーされており、損傷・損害を受けにくいように設計されています。
渡河水深限界値も、従来モデルより150mm以上増の850mmへと大幅に伸長されています。これは、車の両側にある内側と外側のボンネット・パネル間に空気を取り込み、その後、空気がボンネット下のエンジンの吸気システムに流れ込むという革新的な吸気システムによるものです。
改良が施されたエア・サスペンション・システムには新たに+35mmの中間設定が加えられました。これにより、以前よりもはるかに高速（従来値50km/hから80km/hにアップ）でオフロード・モードの利用が可能となり、轍のある泥道を長時間走行する際に有効です。
新開発のサスペンションにより傑出したホイール・アーティキュレーションが実現し、さらにダイナミック・レスポンス・アクティブ・リーン・コントロール・システムを搭載した場合、ホイール・アーティキュレーションはさらに向上します。システムがオフロード状況を検知すると、システムがスタビライザー・バーを分離し、ロール補正のレベルを下げます。これにより、より大きなホイール・アーティキュレーションが得られ、ロードホールディングが向上します。ダイナミック・レスポンス・モードを作動させると、競合車の典型的なホイール・アーティキュレーションが450mm未満であるのに対し、新型レンジローバー・スポーツの場合はクラストップの546mmを誇ります。
レンジローバー・スポーツのチーフプログラムエンジニアであるスチュアート・フリスは次のように述べています。「新型レンジローバー・スポーツは洗練されたスポーティーな外観を持っているかもしれませんが、この車の根幹はまぎれもなくランドローバーであり、まさに卓越した幅広い性能を備えています。我々はランドローバーの伝統的テストである、過酷極まりない条件下で18か月に及ぶ厳しいテストを通じ、開発工程の要求事項を確認してきました。」
ランドローバーの堅牢さと耐久性
最新式のバーチャル・シミュレーション・ツールを用いた、かつてない設計開発プロセスに続き、ランドローバーの過酷なオン/オフロードテストと開発工程管理を経て、新型レンジローバー・スポーツは、卓越した耐久性と信頼性が強固なものとなるように設計されました。
初期の設計と最適化はほぼ例外なくコンピューター・シミュレーションで実施されますが、車両の性能と堅牢性は実際の車両を用いた走行テストとコンポーネントなどの装置ベースの両方で、広範な物理的テストが実施され、検証されます。
すべての部品とシステムについて、合計で2万回をはるかに超える物理的試験を実施しましたが、それは、実際の開発車両を用いた、18か月にわたる20か国以上での極限的な気候や路面における走行距離何百万マイルにもおよぶ、過酷なテストでした。この中には、ランドローバーにとっての最大市場である中国での60,000マイルにおよぶ耐久テストも含まれます。
砂地、泥、雪といった困難なオフロード状況でプロトタイプ車両を走らせ、深水に浸かった走行、アンダーフロアの脆弱性、スナッチからの復帰、最大けん引重量でのけん引などについてテストしました。さらには、高速で縁石に突っ込む、橋から飛ぶ、溝に落ちる、横向きに縁石に衝突するといった最悪のシナリオを含む、過酷な堅牢さの試験も実施されました。
長く厳しいテスト・プログラムでは、中東の灼熱の砂漠での1か月にわたる「砂の王」耐久性テスト、ニュルブルクリンク・サーキットでの5,000マイルに及ぶ全速での耐久走行、イギリス性能試験場における数千マイル走行を伴う厳しいオフロード試験サイクルなど、耐久性と信頼性を確固たるものとすべく、究極の課題が与えられました。

2.3　パワートレイン
パワフルなガソリンおよびディーゼルの各エンジンが、燃費向上をもたらすストップ/スタート・システム（アイドリングストップ機能）を搭載、先進の8速オートマチック・トランスミッションと組み合わされる新型レンジローバー・スポーツは、瞬時のレスポンスと、ダイナミックかつ車両と一体感を得られるような卓越した性能を発揮します。
アルミニウム製プラットフォームを採用した結果実現した、車両重量最大420kg注1にもおよぶ大幅な軽量化により、性能が飛躍的な進歩を遂げ、燃費とCO2排出量も著しく向上しています。
新型レンジローバー・スポーツのパワートレインにおける革新は、新開発の3リッターV6スーパーチャージド・ガソリンエンジン（最大出力340PS）、来年復活する、圧倒的なトルクを持つSDV8ターボディーゼルエンジン、さらに、2013年後半に受注が開始される優れた高効率ディーゼル・ハイブリッド*が提供可能になったということです。
*) 市場により導入有無およびその時期は異なります。
また、新型レンジローバー・スポーツの全モデルに、最大7%の燃費向上をもたらす先進のインテリジェント・ストップ/スタート・システムが搭載されています。
新型レンジローバー・スポーツで実現された軽量化は、例えば4気筒エンジンといった、これまでより小型で軽いユニット搭載の可能性をもたらしました。将来的には、先代の最軽量モデルより500kg注1以上を削減した、車両重量が2000kgを切るモデルが誕生する可能性も現実味を帯びてきました。
圧倒的な最大出力510PSを誇るV8スーパーチャージド
最大出力510PSを誇る5リッターV8スーパーチャージド・エンジンは、レンジローバー・スポーツのラインアップの最高峰に位置しています。パワーとトルクに十分な余裕があることは、0—60mph加速が5.0秒（現行モデルよりも0.9秒速い）という数値からも証明されています。加えて慎重にチューニングが施された排気システムと吸気システムのサウンド・シンポーザーが生み出す、スポーツカーを髣髴させる豊かなサウンドが響きます。
性能面を向上させると同時に、燃費も従来モデルと比較して14％アップ、CO2排出は298g/kgとなりました。今回初めて、先進のインテリジェント・ストップ/スタート・システムが搭載されています。
このV8エンジンはコンパクトな軽量オール・アルミニウム・エンジンで、クラス最高レベルの低フリクションを誇ります。新型モデルでは、最新のボッシュ・エンジン・マネージメント・システムに合わせてエンジンが最適化されています。
このエンジンは、業界をリードする、中央に搭載されたマルチ・ホール・スプレーガイド式高圧ダイレクト・インジェクション・システムを搭載しています。さらに、革新的な（カム・トルク駆動の）2つの独立した可変カムシャフト・タイミング・システム（VCT）によって効率がいっそう高められています。第6世代ツイン・ボルテックス・システム（VTS）スーパーチャージャーも搭載されており、熱力学的に優れた効率と大きく改善されたノイズレベルを達成しています。
このエンジンの特徴は、業界をリードするセンター・マウント式の多孔式スプレーガイド・インジェクション・システムによる高圧直接噴射です。革新的なカム・トルク駆動型デュアル独立可変カムシャフト・タイミング・システム（VCT）によって効率がさらに向上しています。また、優れた熱効率と極めて低い騒音レベルを可能にする第6世代ツイン・ボルテックス・システム（TVS）スーパーチャージャーが搭載されています。
新開発3リッターV6スーパーチャージド
レンジローバー・スポーツに初搭載される、最大出力340PSの3リッターV6エンジンは、より低排気量エンジンに対する需要がある市場向けの、最新鋭スーパーチャージド・ガソリンエンジンです。
この新型エンジンは、全回転域で余裕あるトルクを生み出し、傑出した洗練性と共に余裕ある確実なパフォーマンスを提供すべく開発されました。このエンジンを搭載した新型レンジローバー・スポーツは、最大出力375PSの5リッターV8エンジンを搭載した従来モデルより速く、停止状態から60mphまでに要する時間は現行モデルより0.3秒速い6.9秒です。より運転を楽しみたいドライバーの方々は、吸気システムに取り付けられたサウンド・シンポーザーによって強調される、スポーツカーを髣髴させる魅力的なエンジン音に好感を抱くに違いありません。
先進のV6エンジンは非常に効率が良く、CO2排出量は249g/kmで従来の375PSのV8モデルと比較し24%の大幅な低減を実現しています。この新型エンジンは、先進のインテリジェント・ストップ/スタート・システムを搭載しています。
新型V6エンジンは、先進のV8スーパーチャージド・エンジンをベースとしたモジュラーデザインを用いており、V8エンジンの軽量オール・アルミニウム構造と最先端技術をそのまま転用しています。V6エンジンに導入された独自機能のひとつである革新的なバランスウェイト・システムにより、非常にスムーズで洗練された性能が確実に発揮されます。
レスポンスの良さと際立つ効率の高さを備えたTDV6/SDV6 ターボディーゼル（市場により導入モデルの仕様は異なります）
レスポンスの良さと超高効率を誇る3リッターV6ターボディーゼルは、新型レンジローバー・スポーツに搭載するために大幅な改良が施されました。このV6エンジンでは258PSのTDV6と292PSのSDV6の2種類が用意されており、従来モデルに搭載されている211PSと256PSを発生する現行モデルに比して、大幅な出力の向上が遂げられました。
最大トルク600Nmを発生させる両ユニットは、卓越した性能と優れた効率の両方を実現しています。SDV6モデルの0-60mphの加速性能はわずか6.8秒で、CO2排出量は13%削減の199g/kmに抑えています。
最大出力258PS のTDV6の0-60mphの加速性能は7.1秒です。CO2排出量は194g/kmで、同モデル比15%の低減化が実現しています。
洗練された性能と高効率を実現すべく、TDV6エンジンは新型モデル用に完璧なまでに最適化されています。新開発の8本ノズル式低流量インジェクターデザインを採用したことにより、さらに精密な噴射と改善された燃料噴霧化が実現しました。またツイン・インタークーラー付吸気システムの見直しが図られたことで、より強力な吸気冷却が可能になったことに加え、最新のタンデムソレノイド式スターターを使ったインテリジェント・ストップ/スタート・システムも装備されました。
TDV6、SDV6共に、革新的なパラレル・シーケンシャル・ターボチャージング・コンセプトを採用しており、全回転域において卓越した性能とレスポンスの良さを提供しています。
レンジローバーが誇る卓越のSDV8ターボディーゼル（市場により導入モデルの仕様は異なります）
2014年早々にも再びレンジローバー・スポーツのラインアナップに加わる予定で、非常に高い評価を博している最高出力339PSの4.4リッターSDV8ディーゼル・エンジンは、圧倒的なトルクを秘め、余裕ある性能を発揮するユニットです。
レンジローバー車専用に設計されたこの4.4リッター「スーパー・ディーゼル」は、1,750rpmから3,000rpmの間で、700Nmという圧倒的なトルクを発生させ、0-60mph加速がわずか6.5秒です。さらにこのエンジンの卓越した燃費効率は、CO2排出量229g/kmという数値に表れています。
SDV8の秀逸なドライバビリティと洗練性の比肩のない高いレベルでの両立は、特に、革新的なパラレル・シーケンシャル・ターボチャージングに代表される先進的なディーゼル技術によって実現したものです。現行のSDV8エンジンパワーが向上したのは、ツイン・インタークーラー搭載の吸気システムの改良と最適化されたキャリブレーションの成果です。また、鉄に代わり、鋳造合金のエンジンマウントの使用や、再設計されたオイルパンなどにより取り付け自体も見直された結果、10kgの軽量化が達成されました。
革新的な高性能ディーゼル・ハイブリッド
レンジローバー・スポーツのラインアップに新たに加わるのは、2013年内にも受注開始予定の超高効率なディーゼル・ハイブリッドモデル*です。お客さまは、非常に素晴らしい性能（0-60mphは7秒未満）と、169g/kmという極めて優れたCO2排出量を実現した、SUVセグメント初となる高性能ディーゼル・ハイブリッドを選択することが可能になります。
*市場により導入有無、またその時期は異なります。
レンジローバー・スポーツが誇る比類のない幅広い性能に遜色ないよう、このモデルは、ゼロからからハイブリッドを念頭に開発されました。その結果、レンジローバー・スポーツの他モデルと同様にダイナミックでレスポンスに優れたドライビング体験のみならず、クラス最高のオフロード性能を提供します。
先進のハイブリッド・パワートレインは、ツインスピード・フルタイム・インテリジェント4WDシステムや、ランドローバーが誇るテレイン・レスポンス®2を含むオールテレイン・システムと完全に適合しています。
先進の8速オートマチック・トランスミッション
新型レンジローバー・スポーツのガソリンおよびディーゼル・エンジンの全てに、最先端の電子制御式ZF 8HP70型8速オートマチック・ギアボックスが組み合わされています。ランドローバーのエンジニアによってチューニングされたギアボックスにより、非常に滑らかなシフトと比類のない迅速なレスポンスおよび優れた燃費を実現します。8段クロスレシオのオートマチック・トランスミッションを採用しているため、変速したことをほとんど感じることなく、わずか200ミリ秒でシフトが完了します。
ギア操作に用いるのは、スポーティーな垂直シフトレバー、およびオプションのステアリング・ホイールに装備されたパドルシフトです。どちらのシステムでも、マニュアルでのシフトチェンジを行うことができます。多段シフトダウンも可能で、スムーズに変速されます。
このトランスミッションは、スリップロスとエネルギーロスを低減するため可能な限り迅速にトルク・コンバーターのロックアップを選択するように調整されています。ワイドな変速比幅で、オーバードライブ・トップ・ギア比が高いこと、そして同時に分離されているクラッチが2組以上は無いことなど、これらすべてが燃費の向上とCO2排出量の低減に寄与しています。
トランスミッション・アイドル・コントロールが、停止中やアイドリング中の駆動力を70%解除し、特に市街地における燃料消費量を大幅に低減します。低温状態では、迅速なウォーム・アップを促し、可能な限り早期にエンジンが効率的な作動温度に達するように、トランスミッションが低いギアを選択します。
油圧作動システムは、改良されたポンプとギア・コントロール・エレメントにより効率を高めるように設計されています。

2.4　さらなる効率化によるサステナビリティの向上
新型レンジローバー・スポーツは、製品と経営の両面でサステナビリティを向上させる、ランドローバーの取り組みを体現しています。 
新型レンジローバー・スポーツは、まったく新しい軽量アルミニウム構造と、追って導入されるディーゼル・ハイブリッドを含む最適化されたパワートレイン郡をラインアップし、低CO2社会から受け入れられる自動車に対する、高まる需要に対応しています。
新型レンジローバー・スポーツの開発においても、当社は、開発、製造から実際の利用、廃棄まで、自動車のライフサイクル全体を通じて、環境への負荷を減らすため包括的なアプローチに取り組んでおり、それが環境面での貢献につながるものと確信しています。
セグメント初の軽量アルミニウム構造
新型レンジローバー・スポーツは、先進のオール・アルミニウム構造からなるセグメント初のSUVです。製造工程におけるCO2フットプリントの削減に貢献する他、大幅な軽量化、性能の向上、サステナビリティの向上を実現しています。
このまったく新しい軽量構造は、既に発売を開始した新型レンジローバーを含む次世代のレンジローバーSUVの基盤であり、100万ポンドの投資計画が結実したものです。ジャガー・ランドローバー社はこの次世代型のプラットフォーム設計により、2003年以降量産体制となった、航空宇宙工学を応用した高性能軽量アルミニウム構造分野における業界きっての旗手としての地位を強固なものとしています。
新型レンジローバー・スポーツのオール・アルミニウム製軽量モノコック構造では、現行のスチール製のセミモノコックとシャシーフレーム構造の統合ボディに比して、ボディとシャシーの重量を39%低減しています。
このアルミニウム構造は素晴らしい軽重量を誇るだけでなく、驚くべき堅牢さも兼ね備えています。車体はすべてのランドローバー車と同じく、過酷なオフロード衝撃に耐えられるよう設計されています。シェルの接続部は、航空宇宙産業で開発された技術の応用から自動車製造用へと開発された、リベットおよび接着剤で接合する方式を採用しています。このボディ構造では、スポット溶接などのような従来型のエネルギー集約型の製造方法が不要であり、新型レンジローバー・スポーツはまったく新しい最先端の車体工場で生産されます。
最適化された構造により実現した、軽量、堅牢、洗練性
新型レンジローバーと並行して開発された新型レンジローバー・スポーツの軽量アルミニウムボディ構造は、ランドローバーがこれまで行ってきた集約的な開発と最適化プロセスによって実現したものです。
エンジニア達は、最新の「多次元」CAE最適化ツールを使用し、軽量化を図るとともに、並外れた剛性と洗練性、そして際立った安全性能を実現しました。
このような重量効率の高いボディを製造するためには、構造全体の中でさまざまな形状のアルミ部品をうまく組み合わせて使用しなければなりません。つまり、プレスされたパネル、鋳造、押出および圧延アルミ合金部品などを、負荷が最も高い部分が、高い強度を持つよう、厳密に最適化された構造として組み合わせます。
こうして最適化された構造は、素晴らしく強靱で安定したセーフティ・セルによって乗員を保護し、優れたNVHと車両ダイナミクスを実現する非常に堅牢なプラットフォームとなります。
さらなる軽量化を図り、性能向上を実現するために新規で採用されたものとしては、例えば、クラッシャブルゾーン内における高強度AC300アルミの利用があります。これを自動車製造に採用するのは今回が初めてです。その他、自動車に初採用された例としては、車両のボディサイドを1枚のアルミ・パネルでプレスしたことなどが挙げられます。このような処理により接続部の数を減らし、複雑な部品を減らすと同時に構造の完全性を向上させることが可能になりました。
軽量化技術による最大420kg注1の削減
ランドローバーのエンジニア達は、最先端の軽量構造に加え、シャシー、駆動系、インテリアシステム全体でも大幅な軽量化を施し、機種ごとで従来モデルと比較しても車両重量最大420kg注1の軽量化に成功しています。
軽量化が可能なあらゆる箇所を積極的に追求し、厳密な開発および最適化プロセスを通じて、劇的な軽量化が成し遂げられています。次のような車両軽量化テクノロジーを採用しています。
· 高性能軽量アルミニウム製側面補強バーを含む、オールアルミニウム・ドア構造
· オール・アルミニウム製フロント／リア・サブフレームを使用した、新設計フロント／リア・サスペンション
· スプリング、ダンパー、アンチロール・バーの最適化をはかった設計
· トルセン・ディファレンシャル付新型シングルスピード4WDシステムを含む、新開発オール・アルミニウム製ファイナル・ドライブユニットと、最適化された駆動系コンポーネント
· クロス・メンバーおよびフロント・エンド・キャリアに、高精度軽量マグネシウム鋳造パーツを使用
· SMCプラスチック・テールゲート
· 軽量高強度のスチール・シート構造
空力特性に優れた流線型のボディ
新型レンジローバー・スポーツの空力特性の最適化は、集中的に行われた開発作業を通じて実現したものです。この作業では、延べ150万時間（170年分以上）のプロセッサ時間を費やしています。
開発プロセスで最適化された特殊な空気力学的イノベーションには、次のようなものがあります。
· アクティブ・ベーン：　新型レンジローバー・スポーツでは、フロントアッパーのグリル開口部にアクティブ・ベーンを装着しています。これは、空気冷却が不要なときにグリルを閉塞することで空力効率を向上させます。アクティブ・ベーンは、電子制御されており、必要な冷却気流に基づいて16か所のいずれかに自動調節されます。この機能は、TDV6、SDV6、SDV8およびハイブリットモデルで標準装備です（ヨーロッパ地域）。
· エアロダイナミック・アンダー・フロア・パネル  – 大型の軽量パネルを搭載することで、スムーズでフラットなフォルムを成しています。また、フロント／リア・サスペンション・コンポーネントの周辺にはディフレクターを、メインの駆動系コンポーネントの周辺にはフロント／リア・アンダートレイを追加しています。
· 強化されたエアフロー  –  空力効率を改善するための細かな数々の工夫も施されており、これにはAピラーとサイドガラスをほぼ平面にしつらえるための加工やテールランプとDピラーに統合されるセパレーション・エッジ、また、ドアミラーやアッパー・リア・スポイラーの形状の最適化などが含まれます。
· 独自の21インチ・アロイホイール：　ハイブリッドモデルでは空力特性の最適化のため、スポークの向きに工夫が施されています。
車両のウォーターマネージメントにも配慮が施されています。フロントドア・ウインドウには、水滴をはじく疎水性のコーティングを施しており、ルーフパネルも、テールゲートを開いたときに水滴が入りにくい形状になっています。リア・ウォッシュ・ワイプも水滴を排除する設計になっています。
低CO2のパワートレイン・テクノロジー
新型レンジローバー・スポーツの先進的なディーゼルおよびガソリン・エンジンは、広範囲にわたって最適化が図られており、CO2排出量を抑えながら燃費を大幅に向上させています。
燃料効率の最大化を図るため、新型レンジローバー・スポーツのパワートレインには、さまざまな低CO2テクノロジーが採用されています。
· ストップ/スタート・システム：　TDV6、SDV6、3.0 S/C、5.0 S/Cモデルでは全て、先進のインテリジェント・ストップ／スタート・システムが搭載され、これにより燃費を5～7%向上させることができます。このシステムは、専用の二次バッテリーを持つタンデム式ソレノイド・スターターを搭載し、すぐに再始動できるようになっています。この装備は欧州市場では標準装備となります。
· スマート再生充電 – 充電システムには、自動車が減速するときに充電を優先し、無断になった運動エネルギーを吸収して電装系からの燃料需要を低減させるような、優れたパワー・マネージメント・システムを採用しています。
· 高圧直接噴射 – ガソリン・エンジンとディーゼル・エンジンの両方に、最新の高圧直噴テクノロジーが搭載されており、高い燃焼効率を実現しています。 
· 最適化された低フリクション設計 – 不要なフリクション・ロスを最小化するための緻密な設計をされた最先端のエンジン・デザインです。
· 電動ファン –  TDV6、SDV6およびSDV8ディーゼルでは、ビスカス・ファンの代わりに電動ファンを採用し、冷却が必要ない時に関連して出るロスを抑えています。
· 低粘度のトランスミッション・フルード –  8速オートマチックでは、トランスミッション効率を向上させるため、最新の低粘度フルードが指定されています。
新型では、従来の油圧システムに代えて、エネルギー効率の高い電動パワー・ステアリング（EPAS）を採用することで、燃費をさらに向上させ、CO2排出量を3%以上削減しています。
ドライバーは新採用の「エコ・ドライビング」機能を使用し、8インチ・タッチスクリーン上で燃料消費レベルを確認ができます。これにより、より経済的な走行が可能になります。

持続可能なデザインおよびライフサイクル・アプローチ
新型レンジローバー・スポーツは、包括的に環境上の影響を低減させるため、開発、製造から実際の利用、廃棄後のリサイクル、リユースまで、自動車のライフサイクル全体に配慮する、ライフサイクル・アプローチを念頭に置いて設計されています。
ライフサイクルの各要素は、天然資源消費量の低減、サステナブルな素材の使用、廃棄物の発生を最低限に抑えるなどの観点によって分析しています。開発プロセスでは、ISO 14040/14044に準拠したライフサイクル全体の評価も行います。
新型レンジローバー・スポーツのアルミニウム構造は、カーボン・フットプリント削減に大きく貢献しています。アルミニウム素材の最大75%が、製造段階で出る廃棄金属のクローズドループ・リサイクルを含むリサイクル素材で、エネルギー・セービングとCO2排出低減に大きく貢献しています（リサイクル素材で作ったボディ・パネルの場合、新しいアルミニウムを用いた場合のわずか5%しかエネルギーを使用していないことになります）。
製造段階では、溶接などのエネルギー消費の大きなプロセスが不要なため、よりエネルギーを節約することができます。
新型の設計では、リサイクル素材やリサイクル可能素材を可能な限り使用しています。ハイスペックモデルでは、リサイクル・プラスチックを最大26.7kg**使用しており、この結果、レンジローバー・スポーツという1車種で11,800**トン以上のプラスチックを、埋め立てることなく再利用している計算になります。高級レザーやウッドパネルなどの天然素材および再生可能素材は、1台の車両あたり28kg**になります。
 **上記データは、本リリース発表前のメーカーによる概算値です。
2.5　お客様フォーカスの車両テクノロジーとセーフティ・テクノロジー
新型レンジローバー・スポーツの設計には、お客様を第一に考え、ラグジュアリーなインテリアから先進のシャシー、ドライバーアシスト技術まで、運転中の快適性と安心感を向上させるため、最先端の車両テクノロジーとセーフティ・テクノロジーが用いられています
新型に導入された革新技術には、トラフィック・サイン・レコグニッション、フランクガード、直角駐車を含むパーク・アシスト機能の強化、エマージェンシー・コールなどの先進カスタマーサポート機能、さらに、レーザー技術を使ったウェイド・センシングTMやヘッドアップ・ディスプレイなどの便利な機能が含まれます。
スマート・ドライバー・アシスタンス・テクノロジー
新型レンジローバー・スポーツには、スマート・テクノロジーが集約されており、ドライバーは心地よく余裕ある運転を楽しむことができます。
新型には、安全な走行のため、革新的なデジタルカメラを用いた3つのドライバー・アシスタンス機能が搭載されています。インテリアミラー脇に前方方向に装備されたカメラでモニターした、前方の道路状況は、搭載されている先鋭のコンピューターにより画像分析が行われます。
レーン・デパーチャー・ワーニングは、意図することなく車線を越えてしまった場合、ステアリング・ホイールを振動させドライバーに警告を発します。車線変更の明確な操作、あるいは方向指示器の作動を検出しない状態で車両がセンターラインから逸脱した場合、システムが震動による警告を開始します。警告は、インストルメン・トパネル上にも表示されます。
このシステムは、市街地走行時の交通の妨げとならぬよう、60km/h未満では作動しません。ドライバーはシステムの感度（2段階）と警告の強度（3段階）を調整することができます。あるいは、システムを完全に切ることもできます。
トラフィック・サイン・レコグニッションは、カメラを使い道路両側と橋の上の交通標識を識別し、直近に検出した速度制限、解除標識、追い越し規則などの情報をディスプレイ上に表示してドライバーに知らせます。
最新情報を表示すべく、表示内容は、標識のあった地点から離れるに従い、段階を追って徐々に消えていきます。ドライバーは、スピード違反の警告用として、このシステムを使うことも可能です。ある任意の速度を指定し、それを超えた場合、ディスプレイの制限速度表示が点滅するようにシステムを設定することができます。
オートマチック・ハイビーム・アシストはヘッドランプのハイビームとロービームを自動的に切り替え、視界を最大限確保するとともに、手動での切り替え操作でドライバーの注意がそがれることを避けます。このシステムは他の車両のヘッドランプまたはテールランプを認識し、必要に応じてロービームを選択します。また周囲の照明レベルもモニターし、建物が密集した場所ではハイビームを用いることはありません。
もうひとつの革新的機能としてフランクガード（側面保護）があります。これは、例えば立体駐車場など、支柱やフェンス、あるいは他の車両と衝突しがちな狭い場所で走行した際に、車体側面への衝突の可能性をドライバーに警告するシステムです。
新型レンジローバー・スポーツに搭載されている距離センサーの増加（従来はフロントとリアにそれぞれ4個だったのが6個へ）により搭載されたこの機能は、従来のパークディスタンス・センサーに比べ、車両周辺のより広い範囲をカバーします。
衝突の危険が検出されると、ビービーという警告音が発せられるほか、中央のディスプレイに物体との距離を示す視覚的な警告も表示されます。ステアリングの角度と車の軌道情報を用い、衝撃の恐れがある場合のみシステムは警告します。例えば、近くにある物体を無視して、ハンドルを反対方向に切った場合などです。
他に、ドライバー・アシスタンス機能として、低速での走行時や停止している時でも作動するアダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）が搭載されています。
ACCの標準機能は、前方車両との間で、あらかじめ設定された車間距離を維持することですが、この機能を拡張する新しいキュー・アシスト機能も搭載されており、渋滞の列に入ると停止するようになっています。前方車両が動き出すと、ドライバーは、アクセルに軽く触れるだけでACC作動を再開することができます。車両は、前方車両との間で所定の車間距離を維持しながら、あらかじめ設定されている運転速度まで加速します。 
混み合う交通状況に対する意識を高めるために、レンジローバー・スポーツのドライバーは、周辺の危険な車両について警告する新しいテクノロジーを追加することもできます。
ブラインド・スポット・モニタリングでは、側面に搭載されたレーダー・センサーで車両の死角になりやすい場所を確認し、車両を検出するとドライバーに警告します。このシステムは、都市部や混雑した自動車道路で通常使用される低速度で動作するよう最適化されています。
この機能と、クロージング・ビークル・センシングという新機能を組み合わせることで、車両のはるか後方まで見通し、後方から高速で接近している車両や、レーン変更時に危険を及ぼす可能性のある車両を検知できるようになっています。該当する車両を発見した場合は、対応するサイドのドアミラーにブラインド・スポット警告ライトが素早く点滅し、ドライバーの注意を喚起します。
リバース・トラフィック・ディテクションという新機能では、車両の後方に搭載されたレーダー・センサーを使用し、駐車場からバックで出るときなど、後退のときに衝突の可能性がある場合に警告を発します。このシステムは、バック・ギアを選択したときに動き出し、左右いずれかから接近する車両を検出して、衝突の可能性がある場合に警告を促します。
運転中のストレスを軽減させるためドライバー・アシスタンス・テクノロジーとして、アジャスタブル・スピード・リミッター・デバイス（ドライバーが自分の最高速度を設定できる機能）、T字路ビューを備えた最新のサラウンド・カメラ・システム、トレーラー・リバース・パーク・ガイダンスとトレーラー・ヒッチ・ガイダンス、アダプティブ・キセノン・ヘッドライトなどがあります。
先進のパーク・アシスト機能付き電動パワーアシスト・ステアリング
新型レンジローバー・スポーツに搭載されている先進のパーク・アシスト機能付き電動パワーアシスト・ステアリングには次のようなものが含まれます。
· パーク・アシスト：　縦列駐車に適したスペースを特定し、自動操縦で駐車が可能です。
· パーク・エグジット：　狭い縦列駐車スペースから自動操縦で車を出すことが可能です。
· 直角駐車：　システム機能を拡大することにより、センサーが、駐車に適切な、また両サイドのドアを安全に開けるスペースの有無を検知し、車両後方からの駐車を可能にします。
各機能指示は、ディスプレイ上に指示を表示され、また、パーク・ディスタンス・コントロール、フランクガード（側面保護）、カメラシステム（搭載されている場合）と連動し、操作中に物体が接近した場合には警告を発します。何度も前後の往来が生じる際は、安全かつ的確な操作が求められる場合もあります。
先進のランドローバー・カスタマーサポート機能
新型レンジローバー・スポーツは、安全性、利便性、そしてセキュリティ向上のために各種の貴重なサービスを網羅する、最新のランドローバー・カスタマーサポート機能を多数搭載しています。無線情報通信のためのテレマティックス・モジュールとモバイルSIMカード、さらに車両搭載のGPS機能が用いられている次のような機能が含まれます。
· エマージェンシー・コール：　衝突事故が起きた場合に、自動的、あるいは車内のボタンを押して救急サービスに通知する機能です。適切な対処を確保するため、現在地を知らせます。救急サービスが現場に向かう間、トレーニングを受けたオペレーターからの連絡が入ります。
· ランドローバー・アシストコール：　故障の際に車内備え付けのボタンを押すことで、トレーニングを受けたランドローバー・アシストのオペレーターにつながります。また自動的に現在地に関する通達がされるため、可能な限り迅速な対応を得ることができます。
· インコントロール・アプリ：　アップルまたはアンドロイドのスマートフォン対応の機能で、車の位置把握（車に戻るまでの道順も提示）、燃料の残量と走行可能距離をチェック、警告情報（例: ウォッシャー液残量低下）のチェックが可能です。お客様は、距離やルートなどの運転記録もつけられ、それを自動的に自分のeメールアドレスに送信することもできるため、会社への費用請求が簡単です。このアプリは、行きつけのディーラーや一番近郊のディーラーの場所を知らせてくれるので、盗難防止警報を管理し、ランドローバー・アシストに連絡をとる（車外にいる場合）ことも可能にします。
· ストールン・ビークル・トラッキング：　車への不法侵入があった場合、お客様のもとに自動的に通知が届きます。もし、車両盗難が発生した場合、ランドローバーのオペレーティングセンターは、お客様と事実確認を行うとともに、地元警察と連携し、盗難車両の追跡、機能停止、回収に取り組みます。
· Wi-Fi ホットスポット：　広帯域Wi-Fiホットスポットが利用可能なため、乗員がひとつの回線契約で車内にいながらインターネット、スマートフォン、タブレットが使用できます。ホットスポットはルーフ上にとりつけたアンテナにより、優れた接続環境を実現します。
パワフルなブレーキと進化したアクティブ・セーフティテクノロジー	
新型レンジローバー・スポーツは、あらゆる条件下でしっかり停止できるよう、強力なフル・ディスク・ブレーキ・システムを装備し、（より高出力モデルでは）フロント・ブレーキに6ピストンの軽量ブレンボ・キャリパーを採用するなど、性能向上と軽量化の両方を実現しています。
フロント380mm／リア365mmという大きめのディスク径（出力が小さいエンジン搭載モデル、および19インチのホイールを装備したモデルではフロント360mm/リア350mm）を使うことで熱容量も高くなり、車両単独の場合のみならずトレーラーを牽引する際にも優れた停止性能を示します。
電動パーキング・ブレーキ（EPB）は、リア・ブレーキ・キャリバーを直接作動させるようになっています。車両が動き出す際にスムーズで洗練されたオートリリースが可能になるよう慎重に最適化されています。
新型モデルの制動能力は、制動、安定性、トラクションの強化を目指す、幅広いアクティブ・セーフティテクノロジーによって補完されています。
新型レンジローバー・スポーツに搭載されているアクティブ・セーフティ機能には次のようなものが含まれます。
· ダイナミック・スタビリティ・コントロール（DSC）
· ロール・スタビリティ・コントロール（RSC）
· 4輪電子制御トラクション・コントロール（ETC）
· トレーラー・スタビリティ・アシスト（TSA）
· ヒル・ディセント・コントロール （HDC）およびグラディエント・リリース・コントロール （GRC）
· ヒル・スタート・アシスト（HAS）
· エンジン・ドラッグ・トルク・コントロール（EDC）
· アンチロック・ブレーキング・システム（ABS）
· 4チャンネル電子制御ブレーキ・ディストリビューション（EBD）
· エマージェンシー・ブレーキ・ライト　（EBL）
· エマージェンシー・ブレーキ・アシスト （EBA）
· コーナー・ブレーキ・コントロール （CBC）
乗員保護を最大化するための技術
新型レンジローバー・スポーツは、世界で最も厳しい安全性基準に適合するだけでなく、その水準をも超えています。この新型モデルは、先達て独立機関であるEuro NCAPから安全評価で最高レベルの5つ星を獲得した新型レンジローバーと並行して開発されました。
新型モデルの最適化されたボディ構造は、エアバッグやリストレイント（安全保護装置）などの総合的なシステムで補完された、驚くほど強靱で安定性の高いセーフティ・セルによって乗員を保護します。
クラッシャブル構造は、最先端のコンピューター・シミュレーション・ツールで用いて設計されました。エンジニア達は、開発車両での物理的テスト前に、シミュレーション・ツールを使用したさまざまな「バーチャル衝突テスト」を繰り返し実施しました。車両衝突性能については、70回もの実車両衝突テストと20回以上の台上テストで構成される厳格なプログラムを通じて確認されています。
アルミニウム・ボディ構造は、衝突振動やセーフティ・セルへの貫入を最小化し、なおかつ乗員保護を最大化するような設計を行っています。そのため、クラッシャブル構造内に高強度のAC300アルミを使用したり、Bピラー周辺に強化複合材を使用したりすることで、側面衝突時の貫入を最小限にするよう工夫しています。
乗員のセーフティ・パッケージには、ドライバー用と乗員用のエアバッグ、サイド・カーテン・エアバッグ、胸部保護用エアバッグ（3列目の乗員保護用に延長されたカーテンエアバッグを含む）、車両のエマージェンシー・ブレーキ機能にリンクしたアクティブ・フロント・シート・ベルトなども含まれます。
歩行者保護対策にも高い優先順位が付されており、フロントエンド、バンパー、ボンネット、カウル部分などで、歩行者の傷害を最低限に抑えられるよう工夫が施されています。最も工夫がなされたのは、ボンネットの高さを引き上げ内部空間に余裕をもたせることや、緊急時の衝撃吸収用として最適化されたボンネットとバンパーの形状などがあり、下部ボディ構造と表面に露出する部品の取り付けや配置についても、緊急時の衝撃吸収を最大限にするよう最適化されています。



3.　妥協のない洗練性と多用途性
究極のラグジュアリー・スポーティングSUVである新型レンジローバー・スポーツでは、ハンドリングがより俊敏になったことに加え、洗練性と快適性が大幅に向上しています。また、いかなる走行においてもラグジュアリーかつ快適なドライビング体験を提供すべく、特別装備も備えています。
同時に、新型モデルの多用途性は新たな次元に昇華し、その魅力が拡大しています。従来モデルとの比較で、より広くシートレイアウトの柔軟性が増した室内は、通常は格納されているシートを使用すると最大7名の乗車が可能となり、馬用運搬車の牽引や、家族で休暇に出かけるなど、あらゆるシーンで性能を発揮します。
レンジローバー・ビークルライン・ディレクターのニック・ロジャースは次のように述べています。「新型レンジローバー・スポーツは、お客様のライフスタイルに完璧に適した、一切の妥協が無い車です。拡大された車室内空間や、より汎用性が高くなったシートレイアウト、さらにラグジュアリーになった装備など、これらすべてが、お客様が望むいかなる場所での走行をも可能とする優れたな性能をもつ一台に凝縮されているのです。」
3.1　洗練されたラグジュアリー体験
新型レンジローバー・スポーツでは、ノイズレベルの低減および乗り心地の向上により洗練性と快適性の大幅な向上を実現し、その結果、より満足感の高いドライビング・ダイナミクスを獲得しました。
上質なレザー張りのフロントおよびリアシートでは、最新の車室内テクノロジーによって裏付けられたこれ以上ない洗練性と利便性を体感できます。
秀逸なNHVがもたらす快適性
ランドローバーのエンジニア達は、新型が常時快適であること、またノイズレベルと洗練度において最高級ラグジュアリー・カーの水準を満たすよう、開発工程のあらゆる段階において細部にまでこだわり抜いて設計しました。
エンジニアリングの初期段階で先進のコンピューター・シミュレーションを使用することにより、あらゆるノイズやハーシュネスを排除し、その後、専用の音源探査カメラなどの最新の解析ツールを用いて、テスト・セルの最適化を行いました。
パワートレインでは、ディーゼル・モデルに新しいデュアル・アイソレーテッド・エンジンマウントを採用することでさらなる洗練を図っています。エンジンのノイズレベルは、さらに低下し、特にディーゼル・モデルでは燃焼ノイズが著しく低減され、あらゆる動作範囲において上質なサウンド・クオリティを実現しています。
クルージング時にエンジンの静粛性が保たれる一方、ハードな加速をした場合には、レスポンスの良さを反映したスポーツカーを髣髴とさせる魅力あるサウンドが響きます。これは、特に、吸気システムにサウンド・シンポーザーを備えたガソリンモデルのV6スーパーチャージドとV8スーパーチャージドの場合に顕著です。
フロントガラスには特殊な防音シートがラミネートされているため、燃焼ノイズだけでなく風切リ音もさらに低減できます。風切り音は、コンピューターによる流体力学の分析と徹底的な風洞試験を通じて低減させています。主要部分、たとえばAピラーやドアミラーの形状は、開発プロセスの初期段階で最適化しています。
新型レンジローバー・スポーツのボディ構造は、最新の「多次元」CAE最適化ツールを使用して設計されています。これにより極めて優れた堅牢性と洗練味を実現しました。この構造には、きわめて強固なシャシー連結ポイントが含まれ、これによりトランスミッションからのノイズとバイブレーションが最小限に抑えます。頑丈で軽量合金からなるサスペンションは、より最適化したブッシュと組み合わされ、ロードノイズの低減に成功しています。
そのほかにも、洗練を極めるための革新的なソリューションとして、不要な振動を排除するためエア・サスペンションのコンプレッサーをメイン・バッテリーの上に配置していることなども挙げられます。
ドアを閉める音からスイッチやモーターからのノイズに至るまで、新型レンジローバー・スポーツのあらゆる動作音を厳しく分析し、すべての乗員に対し均等に優れたサウンド・クオリティが保たれるよう調節されています。
高められた乗り心地
新型レンジローバー・スポーツの最先端シャシーとサスペンション・システムにより、あらゆる条件下で静かに落ち着いて前進できるよう、緻密な調節がなされています。
クラス最高のホイール・ストロークと、改良された4輪エア・サスペンションによって、優れたバランスと安定性を実現し、あらゆる方向で外界との隔絶感が得られます。
慎重に最適化されたダンピングが、しなやかで吸収性のある乗り心地と、落ち着きに優れたボディコントロールを実現します。
高級オーディオとシームレスな接続機能による最高のインテリア装備
レンジローバー・スポーツが提供するラグジュアリー体験は、最新の高級インテリア装備とテクノロジーにより、更なる高みに達しました。
新型レンジローバー・スポーツには、オーディオ・テクノロジーとデジタルサウンド処理のグローバル企業であるメリディアン社が開発した最先端のオーディオ・システムが搭載され、走行中にすべてのシートで最上質のサウンドを楽しむことができます。
メリディアン・ブランドのシステムは、究極のサラウンドサウンド体験を提供すべく、サブウーハーを含む23ものスピーカーを搭載した1700W***のシグネチャー・リファレンス・システムを含む、3種類が用意されています。
***) 出力定格は、0.2%のTHD+N（全高調波歪率+ノイズ）で、実質的にオーディオ歪みのないレベルです
3種類のシステムは、メリディアンが誇る最新デジタル処理テクノロジーを持つ最先端のアンプを装備し、際立った透明感とダイナミクスを実現する高性能スピーカーとともに、完全に最適化されたサウンド品質を実現します。
レンジローバーとメリディアン・オーディオの専門家により、洗練されたAudyssey MultEQ XTオーディオ・チューニング・システムが搭載されたため、室内環境により生じた音質の劣化をデジタルで補正し、正確で歪みのないサウンドをすべてのシートに届けられるようになりました。
レンジローバー・スポーツのお客様は、ビジネスとファミリーライフに、シームレスに「接続できる」ことを重視しています。
接続パッケージには、以下が含まれます。
· 8インチ・タッチスクリーンまたはステアリング・ホイール・コントロールでコントロール可能なBluetoothハンズフリー携帯電話
· 携帯電話や、その他のポータブルBluetoothデバイスに保存している音楽を、自動車のオーディオ・システムを使って再生するBluetoothオーディオ・ストリーミング
· “Say What You See” ボイス・コントロール機能
· iPod/MP3プレイヤー、メモリ・スティック用のUSB端子
完璧な室内温度の設定
新型レンジローバー・スポーツでは、天候に左右されずに室内の温度設定を完璧にするため、クラス最高のテクノロジーを利用した、新開発のクライメート・コントロール・システムを搭載しています。
この新型システムでは、流体力学コンピューター・シミュレーション・ツールを駆使した非常に厳格な開発プログラムを通じ、-30～+50゜Cという過酷な条件下での試験が実施されました。
クライメート・コントロール・システムには、標準装備の2ゾーン・システム、オプション設定の3ゾーン・システムとプレミアム4ゾーン・システムの3種類が用意されています。3ゾーン・システムでは、ドライバー、前席乗員、および後部座席で個別に温度設定が可能で、プレミアム4ゾーン・システムでは、後部座席に対してクライメート・コントロール・ユニット1つが追加され、ドライバー、前席乗員、リアキャビンの両側の4ゾーンに対して独立した温度コントロールが可能です。
この洗練されたコントロール・システムでは、すべての送風口に放出空気温度センサー、フロントとリアの両方のコンパートメントにデュアル・ソーラー・センサーが搭載されており、クライメート・コントロールが迅速、正確に反応するようになっています。4ゾーン・システムでは、後部座席空間に向けて独立したヒーティングおよびクーリング機能があり、顔と足元の位置に複数の送風口が装備されているなど、後席における快適性も大幅に向上しています。
新型レンジローバー・スポーツでは、より一層ラグジュアリーなドライビングのために、フルサイズのスライディング・パノラミック・ガラス・ルーフを用意し、より上質な空間と光の加減をすべての乗員が感じとることができるよう設計されています。従来モデルのルーフに比べて大型化した新ルーフは、これまでレンジローバー・スポーツが装備してきたもの中で最大サイズで、長さ、幅ともに最大になるよう巧妙に設計されています。見苦しい支持構造物はなく、視界を遮るものもなく、ヘッドルームに解放感をもたらします。
快適な室内温度を維持し、しかもプライバシーの感覚も保てるようにするため、ダークティンテッドの強化ガラスルーフが採用され、直射日光を大幅に遮断する処理がなされています。より一層のシェイディングやプライバシーが必要な場合は、日光反射コーティング処理した電気ファブリック・ブラインドをガラス全面に対応する日光反射コーティング処理を施された、電動ファブリック・サン・ブラインドを追加装備することもできます。固定ガラス式のパノラミック・ルーフは2014年初頭の導入を予定しています。
細部にわたり改良された快適性と利便性
新型レンジローバー・スポーツは、プレミアムラグジュアリーを念頭におき、あらゆる面で細部にわたる改良や最適化が施され、隅々まで快適性と利便性がもたらされています。新型モデルに新たに採用された装備や、機能が拡張されたものには、次のようなものがあります。
· 改良型シート  - 　上位機種では、前席にシートヒーター/クーラー、アジャスタブル・ボルスターとウィング付ヘッドレスト、5モード・マッサージとシート・アーティキュレーションを搭載した14ウェイ電動調整式フロントシートを、後席には、60：40または40：20：20の分割可倒式で、今回からリクライニング機能とシートヒーター/クーラー機能が装備されています。さらに、オプションとして最大7名の乗車を可能とする多用途なシートレイアウトが設定可能です。
· プレミアム・インフォテイメント -　 8インチ・デュアル・ビュー・フロント・タッチスクリーンで、デジタルおよび衛星TVまたはDVD再生。フル・リア・シート・エンタテインメント（RSE）パッケージではデュアル10.2インチ・ビデオ・スクリーン、専用タッチスクリーン・リモコンが付属。デュアル・ビューおよびRSEシステムには、CDクオリティ・サウンドの「White Fire」赤外線ワイヤレス・デジタル・ヘッドフォンが付属されています。
· 個人設定が可能なムード・ライト -  雰囲気や気分にあわせて色を選択できる洗練されたLEDアンビエント・ライトが装備されています。
· 電動分割式・テールゲート - 　開閉操作はリモコン・キーフォブ、テールゲート上のボタン、ドライバーのシートから、必要に応じて柔軟に操作することができます。今回から新たにリモコン・キーフォブを使用し、離れた場所からでもロックが可能になりました。
· キーレス・エントリーおよびスタート・システム - 　スマートキー・システムによりキーレス・エントリーおよびエンジン始動が可能です。
· ソフト・ドア・クローズ - 　利便性を高めるため、新型ではすべてのドアにパワーラッチ機能を装備しています。
· 電動式チャイルド・ロック - 　リアドアには、電動式チャイルド・ロックが標準装備されています。
· クーラー・コンパートメント - 　オプションで、フロント・センター・アームレストにクーラー・コンパートメントを装備できます。
· タイマー付クライメート・コントロール - 　クライメート・コントロール・システムには、室内を必要に応じてあらかじめ暖めたり冷やしたりすることができるパーク・ヒーター・ファシリティ機能が含まれています。タイマーは7日カレンダーで反復動作を設定できる他、最大16日先まで単発の動作を設定できます。
· フロント・ウインドウ、シート、ステアリング・ホイールのヒーター機能 - 　新型モデルでは、寒冷時などに、ヒーター付きのフロント・ウインドウが便利です。さらに、フロントシートとステアリング・ホイールには、個別に設定可能なヒーターが付いています。
· 順応性のあるラゲッジ・コンパートメント - 　フロア装着型のレールを持つラゲッジ・マネージメント・システムにより、フレキシブルに手荷物の積み込みを整頓できます。　

3.2　妥協のないスペース活用と汎用性
新型レンジローバー・スポーツの室内は、流線型のエクステリアからは予想だしないほど、これまで以上に広く、高い汎用性を有しており、これは、新型モデルで拡大されたホイールベースと工夫が凝らされたパッケージ、そして最大7人までの乗車を可能にする予備シートにより実現したものです。
新型モデルで新たに追加された性能・機能により、馬用運搬車の牽引や、家族で休暇に出かけるなど、あらゆるシーンで対応が可能です。ランドローバー・ディーラーには、多様なライフスタイルに向けられた多数のアクセサリー類が用意されており、お客様はご自身のレンジローバー・スポーツの魅力を最大限引き出すために必要なすべてを利用することができます。
レンジローバー・スポーツのチーフプログラムエンジニア、スチュアート・フリスは次のように述べています。「拡大した室内空間と柔軟なシートレイアウトにより、お客様は心情だけでなく、理性に基づきこの車の購入を決断いただけることでしょう。我々は、レンジローバー・スポーツが持つ幅広い性能にいくばくの妥協もせずに、多用途性を新たなレベルに引き上げました。社内では、3列目シートを“シークレット”シートという愛称で呼んでいました。なぜなら、このように流線型をした車両で7人乗車（5席＋2席）のシートレイアウトが可能などとは、誰も想像できないと思ったからです。しかし、素晴らしいパッケージングのおかげで、使い勝手も見た目同様に汎用性ある車だということが明確です。」
7名乗車のシートレイアウトと多用途性がもたらす広い室内
新型レンジローバー・スポーツの室内はさらに広くなり、快適性と多用途性が向上しています。
車両パッケージに細心の注意を払い開発に取り組んだ結果、室内全体のゆとりが大幅に広がり（特にリア・コンパートメント）、ひいては、予備シートを使った7名乗車のシートレイアウトがオプションとして可能になりました。仮想シミュレーターの3D CAVEを活用し徹底的に最適化を施したインテリアにより、全乗員に最高のスペース、実用性そして視界を提供します。
インテリアパッケージの最適化を図り、ホイールベースを178mm長くすることで、後部座席の空間が増し、ニールームが24mm拡大しました。キャビンの横幅も拡大しているため、より広いショルダールームとエルボールームが確保されました。
リアシートの位置はわずかに低くなり、ドア開口部も拡大したため、これまで以上に安易な乗降が可能です。
後部座席における快適性の向上は、リクライニング調整が可能になったほか、ヒーター/クーラー機能や、2列目のクライメート・コントロール機能の大幅な改善に見られます。クライメート・コントロール機能は、オプション設定の4ゾーン・システムのみで利用可能で、後席へのコントロール・ユニット追加により実現しました。
シートレイアウトの汎用性は、通常は格納されている3列目シートを使用することで高まります。3列目を使用することにより、必要な際は7人乗車向けのシートレイアウトが可能です。3列目シートは50：50に分割可能で、子ども向け、あるいは大人であれば短時間の移動の際に適しています。2列目のシートは、バックレストに取り付けられた便利なレバーを使い、片手で容易に前方に傾けてスライドさせることができるため、3列目の乗員は容易に乗降するこができます。2列目のシートは、前または後ろに100mmスライドするため、リアシートとラゲッジルームのスペースを柔軟に調整することができます。
3列目のシートの操作は電動式です。キャビンの両サイド、およびラゲッジルーム内の備え付けスイッチで上下動の操作が可能です。3列目を折りたたんで格納すると、ラゲッジルームは平らになるため、5シートモデルと同等のラゲッジスペースが確保されます。
より充実したラゲッジおよび収納スペース
ラゲッジルームは、電動式シングルテールゲートからアクセスが可能です。ラゲッジスペースは、3列目シート装備モデルでも、従来モデルに比べて9%広くなりました。
ハイブリッドモデルも、開発当初からバッテリーパックとハイブリッド用ハードウェアは床下に収容すべく設計されているため、室内とラゲッジスペースは、ガソリンおよびディーゼル・モデルと同等です。
全モデルにおいて収納スペースが拡大しました。グローブボックスとドアポケットが大きくなり、44オンスのツイン・カップホルダーがセンター・コンソールに備わっています。センターのアームレストには非常にたっぷりとした収納スペースが組み込まれ、またリア・シートのカップホルダーも改良されました。
汎用性を向上させる牽引能力とライフスタイルに合ったアクセサリー
新型レンジローバー・スポーツでは、クラス最高の牽引能力を強固にすべく、総牽引重量3,500kgを実現しています。また、新開発の電動展開式牽引棒も装備しています。これらは、お客様自身がより高い汎用性をレンジローバー・スポーツに求める際に利用可能な、ディーラーオプションとして用意されている非常に多様なライフスタイル・アクセサリーのほんの一例にすぎません。
牽引作業を支援するため追加された主な機能としては、連結と後退を容易にするためのトウイングアシスト付サラウンドカメラ・システム、また、トレーラー・スタビリティ・アシスト・システムが含まれます。
その他、レンジローバー・スポーツ初となる装備には、電動展開式サイドステップ、および、19インチから22インチ各サイズに対し多様な専用デザインとフィニッシャーの選択が可能なホイールがあります。
ライフスタイル・アクセサリーのラインアップには、多様なルーフキャリア装備によって補完されたルーフレールとクロスバー、新型トウ取り付け式自転車キャリア（最大4台まで）、サイド・プロテクション・チューブ、サイドステップ、ステンレススチール・アンダーシールドなどのエクステリア装備、ラゲッジルーム内のライナー、ラゲッジガードとレールシステム、新型ロック付セキュリティボックスなどの収納支援装備など、機能強化用アクセサリーが多数用意されています。
以上

比較およびデータはすべてメーカー推定値であり、市場によって異なります。
注1：　現行型レンジローバー・スポーツの最軽量モデルの重量は2,535kg、新型レンジローバー・スポーツで将来的に4シリンダーガソリンエンジンを搭載した最軽量モデルは2,000kg以下で、これらの比較において、「500kg以上の重量削減」としています。尚、V6ディーゼル・エンジンを使った同等モデルの比較においては、新型レンジローバー・スポーツの重量が2,115kg、同等モデルが2,535kgで「420kgの重量削減」となります。
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